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○　保温化粧ケース（材質：　　　　　　　）

１．工事場所

２．建物概要

建　物　名　称 構　　　　造
消防法施工令

３．工事種目及び工事科目（●のものが対象工事）

工　事　科　目

建物別及び屋外

章

階　　　　数
延面積（ｍ ２）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　目

監 督 員 事 務 所 ○ 設けない

本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担とする。

工 事 用 仮 設 物 構内につくることが　（　○　できる　　○　できない　）

足 場・さ ん 橋 類 ○ 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

配　　　　　管

天 井 仕 上 区 分 （　　　　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

夏季

冬季

外　　　　　気

温度(DB) 湿度(RH)

％

Ｃ

Ｃ

％

Ｃ

Ｃ

％

Ｃ

Ｃ

％

屋内（調整目標値）

２ ばいじん量測定口

３

４

５

ダ　　ク　　ト 低圧ダクト　○　コーナーボルト工法（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）○　アングルフランジ工法

６

風　量　測　定　口 取付位置は図示した位置とする。

７

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）外壁に面するガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

８

（１）防煙ダンパー　　　操作方式　瞬時通電式又は電動式、定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

復帰方式　（　○　遠隔　　　○　　　）

（２）ピストンダンパー　復帰方式　（　○　遠隔　　　○　　　）

９

配　管　材　料

（２）冷却水管　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　○

10

弁　　　　　　類

温　　度　　計

○　冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

○　直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

○　ボイラーの温水管（返り）。

○　空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置後の冷温水管（返り）。

○　冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各返り管。

○　空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバー、レタンダクト、外気取入れダクト

及びレタンチャンバー。

12 圧　　力　　計 次の位置に取り付ける。

○　冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

○　空気調和機の冷温水管（送り、返り）。

○　直だき吸収冷温水機の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

13 瞬　間　流　量　計 ピトー管方式によるもので止水コック付とし、取付部・形式は図示の位置及び次による。

着脱形の流量指示部として（　○　40A用　　個　　○　100A用　　個　　○　250A用　　個）

○　冷凍機の冷水管及び冷却水管（送り又は返り）に（○　固定形　○　着脱形測定口）を設ける。

○　直だき吸収冷温水機の冷温水管及び冷却水管（送り又は返り）に（　○　固定形

○　空気調和機の冷温水管（送り又は返り）に（　○　固定形　　○　着脱形測定口）を設ける。

○　冷温水ヘッダーの（　○　各送り管　　○　各返り管）に（　○　固定形　○　着脱形測定口）

14 油面制御装置 制御盤には（　○　給油ポンプ制御　　○　満油警報　　○　遠隔警報　　○　電磁弁制御

16

絶縁継手 図示の位置に取り付ける。

保温及び消音内貼り

○　還気ダクトの保温要（保温の厚さ　25mm、範囲は図示による）

○　膨張管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の

温水管の項による。

○　建物内の空気抜き管の保温は標準仕様書第2編3.1.4の温水管の項による。

○　空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の

排水管の項による。

○　冷媒管の保温の外装は次による。

屋内露出

○　ステンレス鋼板

１ ダ　　ク　　ト

２

風　量　測　定　口 取付位置は図示した位置とする。３

ダ　ン　パ　ー４

○　厨房系統　　　　５

チ　ャ　ン　バ　ー６

保　　　　　　温 次のダクトは保温を行う。

○多湿箇所のダクト

１

２

●
一
般
共
通
事
項

○
換
気
設
備

○
衛
生
器
具
設
備

１

２ 量　　水　　器 ○　親メーター（○　貸与品　　○　　　　）　○　子メーター（○　買取り　　○　　　　）

３ 量　水　器　桝 ○　水道事業者指定品（○　貸与品　　○　買取り）　　○標準図ＭＣ形

５ 弁　　　　　類 ○　水道直結部分　JIS又はJV　（○　10K　　○　　　）　○　その他の部分（○　5K　○　　　）

機械設備工事仕様書

１ 配　管　材　料 （１）屋内汚水管　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　

（４）ポンプアップ管　　　　○　　　　　　　　　　　　　　○

（５）屋外排水管　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　○

２ 台所流し等の排水管

３ 満水試験継手

１ 配　管　材　料

２ 絶縁継手 図示の位置に取付ける。

３ 弁　　　　　類

４ 保　　　　　温

表2.3.5のh・（イ）・　　　　とする。

１

２

３

屋内消火栓開閉弁 ○　10K　　　　　○

地中埋設管の接合 外面被覆鋼管の呼び径100以下はねじ接合とする。

１ 機　器　の　寸　法 概略寸法とする。

１

メ　ー　タ　ー

○
ガ
ス
設
備

○
消
火
設
備

○
給
湯
設
備

○
排
水
設
備

○
給
水
設
備

チ　ャ　ン　バ　ー

ダ　ン　パ　ー

工事用電力・水その他

建設発生土の処理 ○　構内敷きならし　　　　○構内指定場所へのたい積　　○構外搬出（約　　km）

１ 設　計　温　湿　度

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー及びレンタンチャンバーで消音内貼りした

チャンバーには、点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

測定口は80ｍｍ以上とし、取り付け箇所は煙道の直線部とする

鋼板厚（　○　3.2mm　　　○　4.5mm）

（１）冷温水管　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　○

（４）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管　　○

次の位置に取り付ける。なお温度計は円形指示計（バイメタル式）とする。

○　熱交換器の温水管（送り、返り）。

○　熱交換器の温水管（送り、返り）。

を付属とする。

○　着脱形測定口）を設ける。

○　返油ポンプ制御　　○　減油警報　　○　　　　　）の端子を設ける。なお、フロート

スイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とし、本工事とする。

空気調和設備の当該項目による。

配　管　材　料

洗面器及び手洗器に直結する排水管は,器具トラップより１サイズアップとする。

給湯管（膨張管及び補給水タンクよりボイラー等への補給水管を含む）

親メーター（　○　貸与品　　○　　　　　）　　子メーター（　○　買取り　　○　　　　　）

シールする排気

○

Ⅰ　工事概要

（３）油管　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　○

自動水栓の

（図面に特記の無き場合の耐圧は、JIS又はJV 5Kとする。）

標準仕様書第2編3.1.4によるほか、次による。

標準仕様書によるほか、次による。

％

Ｃ

Ｃ

％

一　般　系　統

工　事　区　分 図面に特記なき場合は、別表－１「工事区分表」による。

集（平成２２年版）」によるものとする。

項

通

事

一

般

共

一
般
共
通
事
項
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○　消音内貼りの施工箇所は、図示したダクト及びチャンバー類とする。

３ 和風大便器の防 標準図（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通部処理要領(b)(2)）による。

６ 管の地中埋設深さ 埋設深さ（管の上端深さ）は原則として、車両通行部分は（ ○ 600mm ○ 　　　）その他の部分
は、（ ○ 300mm ○ ）以上とする。

○　不要　　○　要（○　本工事　　○　別途工事）４ 放流納付金等

図示の位置に取付ける。

（１）屋内消火栓　　　　一般配管　　○　　　　　地中配管　　○

２ 転　倒　防　止　等 標準図の（　○（ａ）　○（ｂ））による。また、容器用固定具は鋼製、溶融亜鉛メッキ仕上げ

３

１

２

形　　　　　　式

測　　　定　　　表

○　ユニット形　　　○　現場施工形

一定期間経過後、放流水質性能等を記入した測定表を提出する。

を設ける。

○　ＡＣ１００Ｖ　　○　乾電池　　○自己給電

（７）冷媒管　　　　　　　　○断熱材被覆銅管

伸　縮　管　継　手 ○　ベローズ形 ○　スリーブ形

11

のシンダー内配管

とし、鎖はステンレス製とする。

特定建設資材の１
○本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月31日法律第104号）の対

機材の承諾図

５

７

９

10

11

13

21

原則として、国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課営繕技術管理室監修の「機械設備工事承諾図様式

塗　　　　　　装 （１）次の範囲内の裸の亜鉛鉄板,配管（亜鉛メッキされたもの）,吊りボルトは塗装を行う。

　　　○ 　　　　

保　　　　　　温 　標準仕様書第２編によるほか、図面に特記のない場合は、下記による。ただし、各工事種目で別に

指定されたものは除く。

○　多湿箇所は下記による。

　　室名：　　

ダクトの系統

○　共同構内の保温の種別は下記による。

　　　　　　ダクト：

　　　　　　配　管：

火区画貫通処理

○

○

電線及び　　ケーブルは、標準仕様書電　　 線 　　類

○　液化石油ガス　（１）屋内　○　　　　　　　　　　　　　（２）地中　○

○　都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

備 考

分　　類 　受け入れ施設名 　　　受け入れ場所 　　搬出距離

　建設発生土

浄
化
槽
設
備

第４編１.５.１　表４.１.１１による。

象建設工事であり,分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。
ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。

分別解体・再資源化等の完了時に,以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

１）再資源化等が完了した年月日

２）再資源化等をした施設の名称及び住所
３）再資源化等に要した費用

分別解体の方法

工　　程 作　業　内　容 分　別　解　体　の　方　法

建築設備工事 手作業

手作業、機械作業併用

○

○

○特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設の名称 所在地

○ｺﾝｸﾘｰﾄ

○ｺﾝｸﾘｰﾄ及び鉄から成る建設資材

○木　　材

○ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ

○　根切り土の良質土（ただし　○　コンクリート管　　○　

埋め戻し土・盛土12

○　再利用をはかる

地 中 埋 設 標 等

(1)　地中埋設標　　　　○　要（　○　給水管　　○　ガス管　　○　　　　）　　　○不要

(1)　　　　導入部の変位吸収方法は,標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

　　　　○(a)　　　　○(b)　　　　○(c)

(2)　溶接部の非破壊検査　　　○不要　　　○要（　　　　　　　　　　）

1)コンクリート壁・床への埋め込み、スリーブ貫通部及びその他躯体との絶縁箇所には、

プラスチックテープを１／２重ね１回巻きを施す。

2)保温のアルミ、ネット、巻き線、菊座等が直接接触しないよう施工する。

3)地中埋設部は、管を土壌に接触させないよう施工する。

4)地中埋設から地上あるいはピット等に至る管には、出た直近に絶縁フランジを設ける。

5)ステンレス管に使用する６０Ａ以上の弁はステンレス鋼弁とする。

(3) ｽﾃﾝﾚｽ鋼管施工

○
空
気
調
和
設
備

厨 房 排 気 ダ ク ト アングルフランジ工法とし,板厚は図示による。

７

３ 排煙口開放装置及び
　　　復帰方式

○電気式（遠隔操作　　○　要　　○　不要）

４ 排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書平成２０年度版（（財）日本建築設備・昇降機センター）の

１ ダ　　ク　　ト ○　亜鉛鉄板　　○　普通鋼板（厚1.6mm以上）

２ 排煙口の形式 ○　パネル形　　（○天井取付　　○壁取付）

１ 中央監視制御装置 ○　有（○　本工事　　○　別途工事）（○新設　　○既設）　　○無

２ 中央監視制御装置

の構成・機能

３

○
排
煙
設
備

電気計装用配線 電線及びＥＭケーブルは、標準仕様書第４編１．５．１表４.１.１１

別図（　／　）による。

屋外・屋内露出の配線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

天井隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

○　スリット形　（○天井取付　　○壁取付）

○　ダンパー形　（○天井内取付　○　　　）

量水器までの引込配管は水道事業者の指定（　○　　　　　　　　）による

台所流し等の床上露出の部分の配管は,ビニル管でもよい。

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお,保温の種別は標準仕様書第２編3.1.5

室内空気中の化学
物質の濃度測定

４ 室内空気中のホルムアルデヒド,トルエン,キシレン,エチルベンゼン,スチレンの濃度を測定し,監督職員に

報告する。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定対象室　　○図示　　○

　　測定箇所数　　○図示　　○

非　破　壊　検　査17 非破壊検査等による埋設物の調査をする。

範囲は監督職員の指示による。なお、検査費は別途とする。

既設配管を含む部分の水圧試験　　○　要（方法及び圧力：　　　　　　　　　　　　　）

○　不要

試　　　　　　験18

16 耐　震　措　置

設計用水平地震力は,機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に,

地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じた物とする。

（１）機器の据付及び取付け

（２）設計用鉛直地震力は,設計水平地震力の１／２とする。

注1)上層階・中間階の定義は,次のとおりとする。

2～6階建の場合は最上階 7～9階建の場合は上層2階

10～12階建の場合は上層3階 13階建以上の場合は上層4階

重要機器とは,以下の機器とする。

○ﾎﾞｲﾗｰ　　○冷凍機　　○冷温水機　　○冷却塔　　○中央監視装置　　

○空気調和機（○ﾕﾆｯﾄ形　　○ｺﾝﾊﾟｸﾄ形　　○ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形）　

○水槽類（○受水タンク　○　高置タンク　○　　　　　　　　）　

○消火設備機器　　　○排煙設備機器　

保　　温　　材　１ 保温材は,配管・ダクト等より分離する。

支　持　金　物　等２ ダクト及び配管等の支持金物　　　　　　は本工事にて撤去する。

冷媒(フロン類)の回収５

　　 ○　フロン回収行程管理表の写し

　　 ○　特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

換気扇,圧力扇,及び標準仕様書に記載無く,特記のない電動機の保護規格は,製造者規格による標準品

としてよい。

14

電　　動　　機15

20

は　　　つ　　　り　22 既存コンクリート床,壁等の配管貫通部の穴開けは,図面に特記のない場合はﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる。

23

24

25

26

27

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、　　　　　　　　　　　　　　　　により

地中埋設配管（排水管を除く）

(2)　地中埋設テープ　　○　要（　○　給水管　　○　ガス管　　○　　　　）　　　○不要

要の場合,地中埋設標は図示の箇所とする。

○　本工事で設置する。（改修標準仕様書第１編２．２．１によるほか下記による。）
○　内部足場等（　○　　　種　○　　　　種）

○　外部足場等（　○　　　種　○　　　　種）

再資源化等について

○増築 ○あり

○なし

　　測定時期 ○工事着手前 ○施工終了時

鋼　板　製　煙　道

洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄量が制御できるものとする。（グリーン購入法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　における判断の基準）

洋風便器５

４ 絶　縁　継　手 図示の位置に取り付ける。

(1)国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律に基づく特定調達物品等に関する判断の基準は

「 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 基 本 方 針 （ 平 成 ２ ５ 年 ２ 月 閣 議 決 定 ） 」 に よ る 。

環境への配慮２

屋上及び塔屋

中間階

地階及び１階

上層階、

機　器　種　別

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器

機　　　　器

防振設置機器

水 　槽　 類

2.0

2.0

2.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.5

1.5

1.5

機　　　　器

防振設置機器

水 　槽　 類

機　　　　器

防振設置機器

水 　槽　 類

1.0

1.0

1.5

0.6

1.0

1.0

重要機器 一般機器

○特定の施設 ○一般の施設

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

0.6

○修繕

○改修

４ 保　　　　　　温 ○屋外露出部分　　○有（○　　　　　　　　　○　　　　　　　）　　○無

厨
房
設
備

耐震措置の計算及び施工方法は次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版

（国土交通省国土技術政策研究所、独立行政法人建築研究所監修）」による。

（１）一般配管　　　　○　　　　　　　　　　　　　　

（２）屋内地中配管　　○　　　　　　　　　　　　　　

（３）屋外埋設配管　　○　　　　　　　　　　　　　　

（４）厨房、浴室等　　○　　　　　　　　　　　　　　○

（５）

３ アスベスト含有材料 下記の材料については施工前に、アスベスト含有材料の有無を調査し、監督職員に報告する。

アスベストを含有する場合は、「建築工事における建設副産物管理マニュアル」に従い適切に処理する。

ダクト用ガスケット
配管用ガスケット
たわみ継手
配管エルボ部保温用成形練り材

建築基準法による

別表第一の区分

○空気調和設備

○換気設備

○排煙設備

○自動制御設備

○衛生器具設備

○給水設備

○排水設備

○給湯設備

○消火設備

○厨房設備

○ガス設備

○浄化槽設備

○撤去工事

新設一式

屋　外

４．指定部分　　○　無　　　　○　有

（一部完成）　　　　　　　対象部分：

５．設備概要（本工事における、工事種目ごとの概要を示すもので、仕様を規定するものではない。

○ 印のものが該当する。）

方式及び種別

空調方式

自動制御方式

給水方式

排水方式

消火設備の種類

ガスの種類

主要熱源機器

設備概要

○ファンコイルユニット・ダクト併用方式 ○

○全空気方式

○直だき吸収冷温水機

○小形吸収冷温水機ユニット

○

○電気式　　○電子式　　○デジタル式　　○中央監視制御

○高置タンク方式　　○水道直結方式　　○ポンプ直送方式　　○直結増圧方式

建物内の汚水と雑排水（○分流式　　○合流式（　　　　系統））

ポンプ排水　○有（○汚物　　○雑排水　　○湧水）　　○無し

建物外　放流先

（１）汚　水　　○直放流下水管　　○浄化槽

（２）雑排水　　○直放流下水管　　○浄化槽

○屋内消火栓設備　　○スプリンクラー設備　　○泡消火設備

○連結散水設備　　　○連結送水管設備　　　　○フード等用簡易自動消火設備

○不活性ガス消火設備

○液化石油ガス

Ⅱ　工事仕様
１．共通事項

１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の下記仕様書等のうち、

　　●印が付いたものによる。

　　　○公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成　　年版）（以下「標準仕様書」という。）

　　　○公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成　　年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　○公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成　　年版）（以下「標準図」という。）

２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を

　　適用する。なお、電気設備工事の工事仕様は（　/　）図,建築工事の工事仕様は（　/　）図による。

２．特記仕様

１）章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたもを適用する。

特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　　　　目

○新築

総合調整 ○　本工事　　　　○別途

調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

○　風量調整　　　○水量調整　　　○室内外空気の温湿度の測定

○　室内気流及びじんあいの測定　　○騒音の測定

容量等の表示19 (1)　機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

(2)　電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

発生材の処理４

施工調査６

事前調査　　　○　本工事　　　○　別途

調査内容

調査項目　　○

調査範囲　　○　図示　　　○

調査方法　　○　図示　　　○

電源供給方式

○　本工事　　　○　別途

アスベスト含有分析調査費　　　○　本工事　　　　　　　　　○　別途

一　般　系　統

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

○　外気ダクトの保温要（保温の厚さ　25mm、範囲は図示による）

○ 　 全 熱 交 換 器 用 の ダ ク ト の 保 温 要 （ 保 温 の 厚 さ 　 2 5 m m 、 範 囲 は 図 示 に よ る ）

屋外露出

空気調和設備の当該項目による。

○　水道直結部分　JIS又はJV　（○　10K　　○　　　）　○　その他の部分（○　5K　○　　　）

配　管　材　料

配　管　材　料

アスベスト含有材料除去費　　　○　本工事　　　　　　　　　○　別途

○　山砂の類

以外の管の周囲は山砂の類）

○　飲料水の水質の測定

○　金属類（　○　機器類　　○　ダクト　　○　配管　　○その他の金属）の処理は

（　○　物品管理者に引き渡し　　○　構外搬出適切処理）とする。

○　特別管理産業廃棄物（　○　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　）の処理は

（　○　別途　　○　構外搬出適切処理）とする。

○　石綿含有産業廃棄物（　○　配管用成形保温材　　○　フランジ用ガスケット）の処理は
（　○　別途　　○　構外搬出適切処理）とする。

○　上記以外のもの　　（　○　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　）の処理は
（　○　別途　　○　構外搬出適切処理）とする。

○都市ガス（種別　　　,高位発熱量　　　　MJ/Nm3,低位発熱量　　　　MJ/Nm3

　　　　　供給圧力　　　　Pa,供給事業者名　　　　　　　　）

養　生８ 既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編３章による。

衛生器具ユニット４ ユニットの配管材料は図示による。

○　不要　　　○　要（○　本工事　　○　別途工事）引込納付金等７

（６）管の接合　　　　　　　○　配管用炭素鋼鋼管（白）の接合には、標準仕様書第２編2.1.2.6
　　　　　　　　　　　　　　　　によるMDジョイントを使用しても良い。

○仮設工事

２）特記事項のうち、●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

　　　　　　　○面積規模〈○１０　○２０〉㎡程度

○　浴室（シャワー室,脱衣室を含む）系統

（なお、改修の場合は既存概要を示す）

２ ５

２ ５

中間階とは、地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階。

注2)機器種別の欄の「機器」は,防振設置機器,水槽類以外の機器を示す。

上層階とは、

　　　　　　建築物

ＥＭ

長辺の長さが1,500mm以下の部分

○　図示による。

図示の位置及び

図示の位置及び

○　保温化粧ケース（材質：　　　　　　　）

○ステンレスダクト　○塩化ビニルダクト　（適用範囲及び仕様は図示による。）

○低圧ダクト　（○コーナーボルト工法（　　　　　　　　　　　　　　　）　○アングルフランジ工法）長辺の長さが1,500mm以下の部分

（保温の厚さ　　mm、範囲は図示による）５０

○

○　ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

また、ファンコイルユニットには、　○　　　　　　を設置する。

排煙風量の検査方法に準ずる。

自 動 洗 浄 装 置

（２）屋内一般雑排水管　　　○　　　　　　　　　　　　　　○

（３）一般用排水通気管　　　○　　　　　　　　　　　　　　

Ｘ

（２）連結送水管　　　　一般配管　　○　　　　　地中配管　　○

（３）　　　　　　　　　一般配管　　○　　　　　地中配管　　○

ｅ２・(ハ)・Ⅶ

２ 機 器 の 機 能 等 図示による。

及び吊り金物

次の書類を監督職員に提出する。

改 修 標 準 仕 様 書 第 ３ 編 ２ ． ４ ． ３

３ 材料・機材等 (1)本工事に使用する材料・機材等は，設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を

　　　ただし，設計図書に製造業者名等が記載されている場合は証明となる資料等の提出を省略することができる。

(2)本工事に於いて別表-2に示す材料を使用する場合の材料・機材等の製造業者等は次の1)から6)すべての事項
　 を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書

面を提出して監督職員の承諾を受ける。

　　　1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　　2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　　3)安定的な供給が可能であること。

　　　4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　　　5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　　　6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　(2)本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　　　次の１）から４）を満たすものとする。

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材

　　　　　は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が、極めて少ない材料で、設計図書の規

　　　３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難

　　　　　揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　　４）１）の材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

　　　　　アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、放散が極めて少ない材料を使用したものとする。

(3)設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は，次のとおりとする。

　　規制対象外

　　　①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　　　　以外の材料

　　　　　定する。「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　　　２）接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　　　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　第三種

　　　①建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料

　　　②建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

洋風便器の洗浄水量は 　L/回以下とする。但しタンク式

(グリーン購入法における判断の基準)

8.5 6.5　 　L/回以下とする。

２ ５

改 修 標 準 仕 様 書 に よ る 他 は 下 記 に よ る 。

　　有するものとする。

○
自
動
制
御
設
備

○　個別感知方式

○
撤
去
工
事

○
仮
設
工
事

図示による１ 仮　設　内　容

新設一式

仲 津 中 学 校 校 舎 防 音 復 旧 工 事

図面名称

製作年月日

図面番号

工事名

（株）綜企画設計　福岡支店
一級建築士大臣登録　第278279号

古元　俊治
縮尺 Ａ１：－　Ａ３：－

ＡＣ－０１

機 械 設 備 　 特 記 仕 様 書 （ １ ）

仲津中学校校舎建替工事

福 岡 県 行 橋 市 大 字 稲 童 ３ １ ０ ４

中 　 学 　 校

中 学 校

●

●

●

●

●

●

● 既 設 建 物 と の 取 り 合 い

●

●

●

●

● ●

●

● 空 冷 ヒ ー ト ポ ン プ エ ア コ ン

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

● 硬 質 ﾎ ﾟ ﾘ 塩 化 ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ 管 ( V P )

●

3 4 . 1

1 . 9

5 7

4 8

2 8

1 8

成 行

成 行

●

● 樹 脂 カ バ ー

●

● 外 壁 よ り 1 ｍ ま で の 外 気 取 入 ダ ク ト

●

●

● ●

● 硬 質 ﾎ ﾟ ﾘ 塩 化 ﾋ ﾞ ﾆ ﾙ ﾗ ｲ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ 鋼 管 （ V B ）

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ●

●

●

● 撤去一式

（５）空調用排水管　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　

（６）給水管　　　　　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○ 設ける　　 ○既存の建物内の一部を使用する。●

の 内 機 械 設 備 工 事



別表-2　一般共通事項３に該当する材料・機材等

水中モーターポンプ（汚水用，雑排水用，汚物用）

マンホールふた・弁桝ふた

ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

パッケージ形空気調和機

ガスエンジン式パッケージ式空気調和機

全熱交換器（回転形，静止形）

遠心送風機（多翼形送風機）

エアフィルター（パネル形，折込み形，袋形）

自動巻取形エアフィルター

真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

電気集じん器

斜流送風機

軸流送風機

消音ボックス付送風機

コンパクト形空気調和機

ユニット形空気調和機

立形遠心ポンプ

横形遠心ポンプ

衛生器具ユニット

自動制御システム

吸収冷温水機

遠心冷凍機

冷却塔

風量ユニット（定風量，変風量）

チリングユニット（空気熱源ヒートポンプユニットを含む）

鋼製簡易ボイラー

鋳鉄製ボイラー

不活性ガス消火システム

泡消火システム

密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形）

スプリンクラー消火システム

FRP製パネルタンク

厨房システム

鋼製小型ボイラー

鋼製ボイラー

ステンレス鋼板製パネルタンク（ボルト組立形）

別表－１　　工事区分表(一般的な工事区分を示す)

工事内容 建築 電気設備 機械設備

屋内

配電盤・制御盤の基礎 屋外

屋上

自家発電機の基礎電気関係

テレビアンテナ基礎

避雷針の基礎機器の基礎

架台・アンカーボルト

ソーラーパネル基礎

屋内設置

屋上設置(防水立上りを設ける部分)

機械関係 屋上設置(上記以外)

屋外設置

架台・アンカーボルト

補強梁の貫通部

スリーブ

型枠

補強RC造床及び壁の貫通部

スリーブ

型枠

デッキプレートの貫通部 補強

切込

補強軽量鉄骨下地天井
開口部

補強を要する切込及び壁の開口部

補強を要しない切込

埋込形盤類及び、箱類の型枠

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの複合ｱｳﾄﾚｯﾄ用開口(工場加工)

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの予備開口(工場加工)及びﾌﾟﾚｰﾄ

点検口 床、壁、天井

外部取付ｶﾞﾗﾘ ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

湯沸室のフード

換気扇 本体

取付枠

流し台 本体(排水トラップ共)

水栓

オイルサービスタンクの防油堤 自家発用

防油堤
タンク基礎 空調用

自家発用
地下貯蔵タンク

空調用地下タンク貯蔵所

タンク室(躯体、土工事)

床下各種水槽等のマンホールふた

雨水
屋外排水管

汚水、雑排水

雨水立管 (たてどい)

便所手すり

便所手すり(ユニットタイプに含まれる場合)

はめ込形洗面器用カウンター(前板共)

鏡

ガスボンベ転倒防止用の鎖、ガスボンベ庫

機器などへの１次側配管配線及び接続

機器などから操作ｽｲｯﾁ等への２次側配管及び埋込ﾎﾞｯｸｽ

機器などから操作ｽｲｯﾁ等への２次側配線及び接続

自動制御盤と動力盤との渡り配管配線電気

個別ﾊﾟｯｹｰｼﾞの室内機、室外機の渡り配線(接地共)配管

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ﾀﾞﾝﾊﾟに至る配管配線配線

小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱの複合ｱｳﾄﾚｯﾄ取付及び配線

防火扉レリーズ

電極棒

ガス漏れ検知器

電気錠及び通電金具
電気錠

ＴＥＮキー及び制御盤

エレベーター出入口三方枠(金属製)

エレベーター出入口三方枠(石製)

シャワーユニット、バスユニット、洗濯機パン

ボード・Tバー

システム天井 照明ライン設備プレート

空調ライン設備プレート

灌水コントローラー

灌水装置 灌水ボックス

(植栽用) 灌水コントローラーまでの１次側配管配線及び接続

灌水ボックスまでの１次側給水配管及び接続

上記の開口部の墨出し（※１）

穴埋め補修(型枠の穴埋めを含む)（※１）

※１）墨出し、穴埋め補修は、スリーブ工事を行う施工者

が実施する。

浄化槽

ろ過機

天井扇、有圧扇

ガス給湯器、電気温水器

図面名称

製作年月日

図面番号

工事名

縮尺 Ａ１：－　Ａ３：－

ＡＣ－０２

機械設備　特記仕様書（２）

仲津中学校校舎防音復旧工事

（株）綜企画設計　福岡支店
一級建築士大臣登録　第278279号

古元　俊治

の内機械設備工事



ＡＣ－０３

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

防衛施設周辺防音事業工事標準仕方書 A1：N.S.

A3：N.S.

施
工
室

天
井

　せっこうボードは、JIS A6901 「せっこうボード製品」の規格品とし、次表に適合する

ものとする。

材　　　　　　　　　料

せっこうボード

厚　さ　 （mm）

9.5

せっこうボード２-２

施工室～廊下

防音工事標準仕様書

　本仕方書は、防音工事の各種別の防音量の達成に必要な事項のみを示したものである。

各工事種別の名称は、次表のとおりとする。

工　事　種　別 名　　　　　　　　称

１　級　工　事

２　級　工　事

３　級　工　事

４　級　工　事

ものとする。

ａ　建具間吸音層は、外壁に設けるものとし、内外建具間隔は250mmから300mm程度とする

ｂ　コンクリート面に接して設ける場合以外は、厚さ9.5mm のせっこうボードを下地とし

その上に厚さ25mm のロックウール吸音材又は厚さ40mm のグラスウール吸音材を張り

ルーバーは脱着可能な構造とする。

施工室に設けるガラリ排気口は、排気量を考慮して適切なルーバーを設けるものとする。

工事種別

施工箇所
2級工事 3級工事 4級工事1級工事

施工室～外部

廊下～外部

一般教室

特別教室

管理諸室

柱・はり型

温度保持

１-１

１-２

１-３

３-３-４

３-３-５

ｂ　空気の出入口には、排気量を考慮して適切なルーバーを設けるものとする。

教育関係施設（鉄筋コンクリート造等）設計計画基準

３-７

３-７-１

３-７-２ 消音自然排気口

ガラリ排気口３-７-３

温度保持

壁

外部開口部

工事種別

施工箇所
2級工事 3級工事 4級工事1級工事

医療関係施設（鉄筋コンクリート造等）設計計画基準

工　事　種　別

１　級　工　事

２　級　工　事

防 音 量

１

２

３

４

５

６

７

１-４

１-５ 図書の作成

２-１ 所要防音量

２-２ 遮音構成計画

２-３ 建具の遮音量

　開口部の設計及び建具の選定に当たっては、開口部の占める面積、建具の構造等を十分

検討する。各種建具の遮音量は、次表のとおりとする。

区分 建　　　具　　　別
遮 音 量

(平均値)

金属製一部二重気密建具(可動部(8)、固定部(5+5))

金属製気密建具(5)

金属製普通建具(3)

木製気密建具(3)

製普通建具(3)の二重建、建具間吸音層付

金属製気密建具(5)

ａ　窓建具は､原則として開放部を片引きとし､その開放面積は開口面積の50%以内とする｡

ｂ　排煙口を必要とする場合には､建築基準法（昭和25年法律第201号）に規定する面積を

　開口部に使用するガラスブロックは、JIS A5212 「ガラスブロック（中空）」に合格し

ａ　学校、専修学校、保育所、知的障害児施設、知的障害児通園施設、児童自立支援施設

たものであって、その遮音量は対応する建具のそれを下回らないものとする。

２-４

２-５ ガラスブロック

２-６ 室内吸音構成計画

周　　　波　　　数

遮　音　性　能　曲　線

遮音性能曲線

区分1及び2の建具の

遮音性能曲線

区分4及び5の建具の

金属製気密建具

施工室の内部仕上げは、別表「設計計画表」によるものとする。

３-１ 必要換気量及び必要外気量

有し、その遮音量は対応する建具のそれを下回らないものとする。

区　　　　　分

乳児又は小学生

中学生

成人(高校生等を含む。)

必要換気量 必要外気量

子健康センター（以下「医療関係施設」という。）の施工室における必要換気量及び

必要外気量は、次表に示すもののほか、教育関係施設に準ずるものとする。

　吹出口における騒音値は、水平に1m離れた点から1.2m下（吹出口が床から3m以上の位置

ａ　換気方式は、単一ダクト換気方式又は個別分散換気方式とする。

ｂ　換気方式の適用にあたっては、建物の用途、地域、規模、同一時間帯に使用する施工

ａ　給気は､機械室内に設けた送風機により外気を取り入れダクトを経て施工室に送風する｡

ｂ　排気は、施工室の排気ガラリから廊下に自然排気の上、廊下ガラリからダクトを経て

送風機により屋外に排気する。

ｃ　換気系統は、用途、使用時間帯等により区分するものとし、空気調和（以下「空調」

という。）設備を有する施設にあっては、空調系統との整合を図る。

　給気ダクトは、原則として亜鉛鉄板製（JIS G3302 「溶融亜鉛めっき鋼板および鋼帯」

ａ　排気ダクトは、原則として屋内は亜鉛鉄板製とし、屋外は鉄筋コンクリート造又は補

強コンクリートブロック造とする。

　消音装置は、セル形等の消音器及び吸音材の内張り等とする。使用吸音材は、ロックウ

ール吸音材又はグラスウール吸音材とし、強風により飛散しないものとする。

ｂ　ガラリ排気口は、原則として出入口建具又は施工室の廊下側の壁体に設置するものと

する。

温度交換効率は強運転時において70%以上とする。

ａ　外壁の遮音性能の低下を防ぐため静止型全熱交換器の屋外側（熱交換エレメント収納

を間隙なく巻くものとする。

ｃ　防音処理をした静止型全熱交換器（以下「防音型空調換気装置」という。）等の防音

性能を確認するため、必要に応じて防音効果測定を実施するものとする。

20回/h室　以上

15回/h室　以上

10回/h室　以上

10回/h室　以上

10回/h室　以上

6回/h室　以上

6回/h室　以上

4回/h室　以上

5回/h室　以上

5回/h室　以上

4回/h室　以上

3回/h室　以上

2回/h室　以上

3回/h室　以上

2回/h室　以上

2回/h室　以上

施　　工　　室 必要換気量 必要外気量

新生児室、検査室及びこれ
外来手術室、特殊検査室、

無菌製剤室及びこれに類す

分娩室及びこれに類する室

待合室及びこれに類する室

CCU、医局及びこれに類

病室及びこれに類する室

する室

診察室、処置室、調剤室、

特殊病室、放射線室及びこ

れに類する室

る室

手術室、開創照射室及びこ

れに類する室

に類する室

未熟児室、ICU、透析室、

教育関係施設

医療関係施設

影響及び機器の維持管理等を総合的に考慮検討のうえ決定するものとする。

に規定する亜鉛鉄板製をいう。以下同じ。）の低速ダクトとし、必要箇所に防火ダンパー

ｂ　排気ダクトには、必要に応じてロックウール吸音材又はグラスウール吸音材又はグラ

スウール吸音材を内張りした通気路90度以上の屈曲を有する消音部を取り付けるもの

とする。

ｃ　消音自然排気口は､ロックウール吸音材又はグラスウール吸音材を内張りした180度以

上の屈曲する通気路を有する箱形とし、施工室の廊下側の壁体に設置するものとする。

部を基準として外に面している方をいう。以下同じ。）給気ダクト及び排気ダクトに

給・排気ダクト及び屋内側給・排気口には、給・排気音等を押さえるための有効な消音ダ

クト、消音ボックス等を取り付けるものとする。

３-２

３-３

３-４

３-５

３-６ 単一ダクト換気方式

３-６-１

３-６-２

３-６-３

３-６-４

３-７ 個別分散換気方式

３-７-１ 外壁の開口部等の防音処理

　排気量（単独強制排気装置がある場合には、これによる排気量相当分を含む。）は、必

要外気量に見合う量となるよう計画するものとする。

にあるときは、床から1.8m）の位置において、原則として次の値を超えないものとする。

室の配置状況、増築等既存換気方式との接続方法、ダクトの設置による天井高さへの

防煙ダンパー又は風量調節ダンパーを設けるものとする。また、屋外にあっては、原則と

して鉄筋コンクリート造又は補強コンクリートブロック造の壁体で囲むものとする。

ａ　給気口は、原則としてユニバーサル形とし、気流方向の調整が自在であるものとする。

ｄ　給排気口は、騒音、振動を少なくするとともに、室内気流分布を考慮して位置及び個

数を定めるものとする。

ａ　給排気は、コンクリート面を貫通するダクト引き換気装置により行い、同装置は、壁・　

天井等を利用して有効な換気ができる場所に設置する。

ｂ　換気装置は、熱交換エレメントを組み込んだ静止型全熱交換器を使用するものとし、

ロックウール吸音材又はグラスウール吸音材を内張した１８０度以上の屈曲する通気

路を有する亜鉛めっき鋼板の消音ボックスを取り付けるものとする。

ｂ　静止型全熱交換器の屋外側給気ダクト及び排気ダクト部分に125Hzにおいて8dB以上、

ａ　教育関係施設の室内温湿度条件は、原則として次表によるものとする。なお、温度保

持における室内温度条件と吹出口温度の差は、15℃以下を標準とする。

４-１ 室内温湿度条件

ｂ　医療関係施設の室内温湿度条件は、原則として次表によるものとする。なお、温度保

持における室内温度条件と吹出口温度の差は、15℃以下を標準とする。

　温・冷熱源は､施設の規模､施工室の使用時間帯､用途等を考慮して設定するものとする。

ゾーニングを行うものとする。なお、個別制御の必要な施設にあっては、換気計画に

おける単一ダクト換気方式（外気負荷処理を含む。）とファンコイルユニット等を組

み合わせることができる。

ｂ　熱効率を考慮し、必要に応じて全熱交換器を設置することができる。

　送風方式は、定風量（ＣＡＶ）方式を原則とする。ただし、施工室の使用形態等により

必要ある場合は、変風量（ＶＡＶ）方式によることができる。

パッケージ空調機又は小型空調機等を組み合わせることができる。

この場合、空調機の運転は、防音型空調換気装置と連動するものとする。

５．機械室の防音防振計画

　騒音規制法（昭和43年法律第98号）第4条第1項の規定にもとづき都道府県知事が定める

１．総　　　　則

施　 工　 室

保健室及び医務室

その他の施工室

冬　　　　季 夏　　　　季

乾　　球

温　　度

℃

相　対

湿　度

％

乾　　球

温　　度

℃

相　対

湿　度

％

21～22

18～20

50

50

26～27

26～28

50

50

施　 工　 室

冬　　　　季 夏　　　　季

乾　　球

温　　度

相　対

湿　度

乾　　球

温　　度

相　対

湿　度

℃ ％ ℃ ％

ａ　単一ダクト空調方式は、同一時間帯に使用する施工室を集約するなど系統を分けて、

規制基準(同条第2項の規定に基づき市町村が条例で規制基準を定める場合には当該基準）

械室の防音を行うものとする。

に適合するよう、空調機、送風機等の防音・防振の処理を施すとともに、必要に応じ、機

防音工事標準仕様書

４-２ 温・冷熱源

４-３ 単一ダクト空調方式

４-３-１

４-３-２

４-４ 個別分散空調方式

１-１

　空調用ダクトは、換気用ダクトを兼ねるものとする。還気ダクトは、換気時と空調時の

運転を考慮して排気ダクト系への切替えができるものとする。

　換気計画における個別分散換気方式（外気負荷処理を含む。）とファンコイルユニット、

様書の間において,その内容に相違がある場合の優先順位は､原則として次のとおりとする。

　第４位　設計図

　第３位　防音工事標準仕様書

　第２位　特記仕様書

　第１位　現場説明書及び現場説明に対する質問回答書

　工事中又は完成後に、建築主又は工事監督者が、防音量及び消音装置その他の設備の効

果の測定を行う場合には、請負者はこれに協力するものとする。

の規格品とし、次表に適合するものとする。

密　度

Kg/m53 mm

厚 さ
吸音率 適　用

－

－

－

－ 9

9.5

9.5

9

－

種　　　　類

φ13.4-24

φ6-22

設計図書の優先順位１-２

防音量等の測定に対する協力１-３

２-１

　防音工事の仕様については、本仕様書によることとするが、記載のない事項については、

国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編、電気設備

工事編、機械設備工事編）」及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編、電気設備

工事編、機械設備工事編）」（以下「標準仕様書」という。）並びに特記仕様書等による

ものとする。

　現場説明書（回答書を含む。）、特記仕様書、防音工事標準仕様書、設計図及び標準仕

　第５位　標準仕様書

あなあき

吸音用

吸音材

アルミ

ニウム

合金製

鋼製気

密建具

枠、戸

及び

アンカー

気密建

枠及び戸

枠

及び戸の

補助材料

具

アンカー

アルミ

ニウム

ステン

レス鋼

ステン

レス鋼

合金

ニウム

アルミ

合金

鋼

鋼

鋼

金属製建具工事３-３

３-３-１

３-３-２ 加工及び表面処理

３-３-３

金属製気密建具に使用する材料は、次表に揚げる規格に適合するものとする。

ｂ　せん孔合板は、孔内面に裁断屑を残さずあなあけ状態が良好なものとする。

ｃ　開孔率は、5%以上とする。

　紙又は布裏地植毛品は、長さ1.0mmから2.0mmのアクリル系又はその他の合成繊維をマニ

ラ和紙又は布に植毛したもので、繊維及び接着剤には耐水性があり、容易に脱毛しないも

のとする。

1mm以上で200g/㎡以上の羊毛を使用したもので、染料は退色の少ないものとする。

　ビニルクロスは､紙を裏張りしたものは500g/㎡ 以上又は布を裏張りしたものは600g/㎡

以上の発砲塩化ビニル製の難燃材料とし、退色の少ないものとする。

　クロスは、上質の洋紙又は和紙を裏張りした300g/㎡ 以上の麻を使用したもの又は厚さ

ものとする。

２-４

２-５ 紙又は布裏地植毛品

２-６

２-７ 壁張りビニルクロス

３-１

３-１-１

３-１-２ 吸音用軟質繊維板下地組

３-２

３-２-１

２-３

ａ　せん孔合板は、2-3に定める合板にせん孔したものとする。

表面には2-4に規定するせん孔合板を張るものとする。

ａ　消音自然排気口は、厚さ9.5mm のせっこうボードを木材を骨子として、空気の出入口

を除きすき間なく張り、内面に厚さ25mmのロックウール吸音材又は厚さ40mmのグラス

適用

40dB(A)

45dB(A)

45dB(A)

40dB(A)

排気量

空気清浄方式

21～24

22～25

20～22

22～26

21～24

24～27

24～25

20～22

45～60

45～60

40～50

45～60

45～60

40～50

40～50

40～50

24～26

25～27

25～27

22～26

25～27

25～27

26～27

26～27

50～60

50～60

50～60

45～60

50～60

50～60

50～60

50～60

送風方式

空調用ダクト

適用範囲

吸音材料等

0.5M

0.3S

0.3S

(せん孔せっこうﾎﾞｰﾄﾞ)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ)
(吸音用あなあき

ﾚｰｼｮﾝﾌｧｲ

ﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

吸音用ｲﾝｼｭ
500Hzにおいて15dB以上､2,000Hzにおいて24dB以上の透過損失を有する軟質遮音シート

金具

　JIS G3131又はJIS G3141に規定する鋼板を用い、ア

A3003P､A3203P､A5005P､A1050P又はA5052P。

　JIS H4000 「アルミニウム及びアルミニウム合金の

　JIS H4100 「アルミニウム及びアルミニウム合金押

出形材」に規定するA6063S。

A5005P､A1050P又はA5052P。

JIS H4100に規定するA6063S。

JIS H4000に規定するA1100P､A1200P､

JIS G4305に規定するSUS304。

ルミニウム合金との接触腐食を起こさないように表面

処理をしたもの。

　JIS G3302 「溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯」に規定

のもの。

　JIS G3131又はJIS G3141に規定する鋼板を用い、ア

ルミニウム合金との接触腐食を起こさないように表面

処理をしたもの。

　JIS G4305 「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に

　JIS G4304 「熱間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に

規定するSUS304。

規定するSUS304。

板及び条」に規定するA1100P、A1200P､A3003P､A3203P

鋼板で上記に適合するもの。

S G3313 「電気亜鉛めっき鋼板及び鋼帯」に規定する

　JIS G3302 「溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯」及びJI

たもの。

「電気亜鉛めっき」に規定するMFZn1 以上の処理をし

のもの。

　JIS G3101 「一般構造用圧延鋼材」JIS G3131 「熱

材料

2
2
7
.
5

9
1
0

9
1
0

2
2
7
.
5

2
2
7
.
5

2
2
7
.
5

2
2
7
.
5

2
2
7
.
5

2
2
7
.
5

2
2
7
.
5

910 910

天井野縁組

金属工事

壁胴縁組

木工事

　特に、磨耗運動の激しい部分は、JIS H3250 「銅及び銅合金棒」に規定するC2600、C27

00又はC2800の銅合金、JIS G4051「機械構造用炭素鋼鋼材」に規定するS45C又はS48Cの焼

入鋼或いはJIS G4303「ステンレス鋼棒」又はJIS G4305「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼

　金属製気密建具の性能は、JIS A4702又はJIS A4706に定める耐風圧性の等級S-5 以上、

性能

気密機構

　金属製気密建具の加工及び表面処理は、JIS A4702 「ドアセット」又は JIS A4706「サ

ッシ」に定めるもののほか、次のとおりとする。

ａ　鋼製気密建具の切断、溶接、ビス止め等の材料損傷箇所は、ジンクリッチぺイントな

はこれらと同等以上のさび止め性能を有する塗料２回塗りとする。

どにより処理し、JIS K5629 「鉛酸カルシウムさび止めペイント」に規定する塗料又

ｂ　アルミニウム合金製気密建具の被膜処理は、JIS H8602 「アルミニウム及びアルミニ

ウム合金の陽極酸化塗装複合被膜」に規定する透明系塗膜の種類Ｂ、着色系塗膜の種

類P又はこれらと同等以上の性能をもつ表面処理を施すものとする。

間圧延軟鋼板及び鋼帯」及びJIS G3141 「冷間圧延鋼

板及び鋼帯」に規定する形鋼及び鋼板又はこれらにり

ん酸塩その他の処理をしたもの。

　JIS G3302 「溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯」に規定

ａ　空気清浄方式は、原則としてエアフィルターによるものとする。

ｂ　エアフィルターの形式は自動巻取形又はパネル形とし､集塵効率は重量法(AFI)の測定

において70%以上とする。ただし、ファンコイルユニット、パッケージ形空調機及び3

-7-1.cに規定する防音型空調換気装置に装備するエアフィルターについては、製造メ

ーカーの仕様によることができる。

ｃ　パネル形は、JIS H4000 「アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条」に規定す

るアルミニウム板製又は鋼板製（防錆処理を施したJIS G3141 「冷間圧延鋼板及び鋼

帯」に規定する鋼板製をいう。以下同じ。）の枠の内部にろ材を納めたもので風圧に

造とする。また、必要に応じて洗浄装置を設置することができる。

形状、寸法、重量及びその許容差」に規定する形鋼製で堅固に製作し、着脱容易な構

よってろ材が容易に変形しないろ材支持材を備えたものとし、寸法は原則として500mm

×500mmとする。取付枠は防錆処理を施した鋼板製又はJIS G3192 「熱間圧延形鋼の

吹出音

換気方式

消音

給排気口

給気ダクト

合板

せん孔合板

壁張りクロス

雑工事

建具間吸音層

廊下

小壁

その他

除湿

排気

給気

廊下壁

腰壁

中壁

天井

給気

排気

除湿

その他

根　　　拠

定　　　義

15

20

25

30

35

（dB）

125 250 500 1000 2000 4000

（Hz）

備考：１　（　）内の数値はガラス厚で単位はmm。

　　　　　る音響透過損失の平均とする。

　　　２　遮音量は、125Hzから4,000Hzまでの1/3オクターブバンドの中心周波数におけ

35dB以上

33　〃　

33　〃　

28　〃　

25　〃　

18　〃　

15　〃　

図書室、医務室、保健室及びこれ

に類する室

その他の施工室

医師勤務室、学習指導室、集会室

会議室、事務室及びこれに類する室

その他の施工室

20m3/h人 以上

22m3/h人 以上

20m3/h人 以上

25m3/h人 以上

吸音用軟質繊維板

病室及びこれに類する室

その他の施工室

診察室､医務室､治療室及

びこれに類する室

類する室

類する室

放射線室及びこれに

×45mm/2の貫材を 455mm間隔に表面をそろえて組み、合板又はせっこうボード下地とする。

　壁胴縁は、原則として45mm×45mmの垂木材を 455mm間隔に水平に取り付け、垂直に45mm

　吸音用軟質繊維板の下地は、板継ぎ位置に水平に60mm×45mmの垂木材を取り付け、垂直

に60mm×45mm/2の貫材を板継ぎ位置に、中間に45mm×45mm/2の貫材を表面をそろえて組む

せん孔せっこうボードの天井野縁組は次図のとおりとする。

せん孔石こうﾎﾞｰﾄﾞ

19×50×0.5

19×25×0.5

19×25×0.5

19×25×0.5

19×25×0.5

19×25×0.5

19×50×0.5

19×25×0.5

19×50×0.5

C-38×12×1.2

する鋼板で、亜鉛の最小付着量は両面で120g/m2 以上

する鋼板で、亜鉛の最小付着量は両面で120g/m2 以上

1.2m以上のもの及び1.2m未満でも気密保持のため特に必要なものにあっては６箇所と

に連動する框に隠ぺいした連動締により、建具を窓枠に固定できる構造とする。

建具の固定箇所は閉鎖時において、可動部の高さが1.2m未満のものにあっては４箇所、

ａ　金属製気密建具の気密機構は、建具の可動部に設けた２個の引き寄せハンドルとこれ

気密性の等級A-4 及び水密性の等級W-5 以上に適合するものとする。

JIS G5121 「ステンレス鋼鋳鋼品」に規定するステンレス鋼鋳鋼品とする。

を使用するか又は表面処理を施したものを使用するものとする。

なお、アルミニウム合金製気密建具に使用するねじ類等には、接触腐蝕を起こさない材料

に規定する軟鋼線材を使用するものとする。

に規定するステンレス鋼又はニッケルークロムめっきを施したJIS G3505 「軟鋼線材」に

JIS G4314 「ばね用ステンレス鋼線」若しくはJIS G4315 「冷間圧造用ステンレス鋼線」

帯」に規定するSUS304のステンレス鋼を使用するものとする。

又は

普通仕上げ

普通仕上げ

普通仕上げ

普通仕上げ

普通仕上げ

送風機による強制給気

原則として温風暖房方式とする。

天井吸音材は、はり型を除外した部分に取り付ける。

　屋内側（熱交換エレメント収納部を基準として室内に面している方をいう。以下同じ）

３-７-２ 屋内側給・排気口の消音

　実施設計に当たっては、本仕方書から該当する事項を選出して行うものとし、該当事項

を列挙した工事仕様書を作成するものとする。　また、防音工事の標準仕方（以下「防音

仕様」という。）以外の仕様については、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建

築工事標準仕様書（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）」並びに「公共建築

改修工事標準仕様書（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）」等を準用するも

とする。

中心周波数における内外音圧レベル差の平均値とする

防 音 量 工　事　種　別

　各工事種別の防音量は次表のとおりとし、125Hzから4.000Hzまでのオクターブバンドの

25dB以上

20 〃

35dB以上

30 〃

３　級　工　事

４　級　工　事

定めのない音響材料又は防音仕様

　本仕方書に基づく工事の設計図書は、すべて横書きとし、Ａ４版左とじで製本するもの

詳細図、見本、製造者名、日本工業規格（ＪＩＳ規格）、材料検査成績、音響特性（公的

　本仕方書に定めのない音響材料又は防音仕様を採用する場合は、理由､名称､構造､仕様､

ﾛ ｯ ｸ ｳ ｰ ﾙ 化 粧 吸 音 板

せん孔せっこうボードt9.5（周囲平せっこうボードt9.5）＋ロックウール吸音フェルト

t25又はグラスウール吸音フェルトt40、平せっこうボードt9.5＋ロックウール化粧吸音

仕上げとして差し支えない。また、畳敷きの施工室は、普通仕上げとして差し支えない。

等品。

40、

せん孔せっこうボードt9.5又は吸音
用あなあきせっこうボードt9.5（周
囲平せっこうボードt9.5）

せん孔せっこうﾎﾞｰ
ﾄﾞt9.5(周囲平せっ
こうﾎﾞｰﾄﾞt9.5)+ﾛｯ
ｸｳｰﾙ吸音ﾌｪﾙﾄt25又

平せっこうﾎﾞｰﾄﾞt9
.5+ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音
板t9.0 若しくは同

はｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾌｪﾙﾄt

吸音用軟質繊維板t9、せん孔合板t5.5、若しくはロック

ウール化粧吸音板t9。ただし、畳敷きの施工室、校長室

及び応接室は、普通仕上げとして差し支えない。

合板t5.5＋植毛布（又は植毛紙）、クロス若しくは同等

品。ただし、畳敷きの施工室、校長室及び応接室は、普

通仕上げとして差し支えない。

合板t5.5。ただし、畳敷きの施工室、校長室及び応接室

は、普通仕上げとして差し支えない。

原則として、消音排気口により廊下に自

然排気の上、消音部分を有するダクトを

経て排風機により屋外へ排気。

原則として、ガラリにより廊下に自然排気の上

消音部分を有するダクトを経て排風機により屋

外へ排気。

冷却除湿方式とする。

原則として温風暖房方式とする。

正面黒板側は、特別の場合を除き音響材料又は工法を用いない。

天井吸音材は、はり型を除外した部分に取り付ける。

柱型、小壁については、工場成型品以外の軟質材料を使

用しない。

施工室又は廊下と外部に接する壁体は、原則として鉄筋

施工室と廊下間の壁が木造等の場合には

せっこうボードt9.5を張り立てる。

コンクリート150mm（仕上げを含む厚さ）以上とする。

気密建具(5)
金属製区分５の金属

製気密建具(5) 普通建具(3)

くは同等品。ただし、畳敷きの施工室及び手術室、レントゲン室等の特殊な室は、普通

仕上げとして差し支えない。

平せっこうボードt9.5＋ロックウール化粧吸音板t9、ロックウール吸音ボードt40 若し

冷却除湿方式とする。

送風機による強制給気

普通仕上げ

原則としてガラリ等により廊下に自然排気の上、消音部分を有するダクトを経て、

排風機により屋外へ排気。

柱型、小壁については、工場成型品以外の軟質材料を使用しない。

施工室又は廊下と外部に接する壁体は、原則として鉄筋

コンクリート150mm（仕上げを含む厚さ）以上とする。

空
調

換
気

金属製気密建具(5)

金属製
普通建具(3)

区分５の金属
製気密建具(5)

金属製普通建具(3)

木製製気密建具(3)
又は

製気密建具(5)
区分５の金属

普通建具(3)
金属製

金属製気密建具(5)+
建具間吸音層　　 +
木製製気密建具(3)

金属製普通建具(3)

音
　

　
響
　

　
透
　

　
過
　

　
損
　

　
失

裏打ち材料

のないもの

ばりした物

地券紙を点せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

ﾛｯｸｳｰﾙ吸音材

新生児及びこれに類する室

分娩室及びこれに類する室

手術室及びこれに類する室

検査室､調剤室及びこれに

１．共 通 事 項

防音工事標準仕方書

４．空 調 計 画

２．防 音 計 画

２．材 料 規 格

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

３．工 事 仕 様

３．換 気 計 画

　本仕方書は、「防衛施設周辺防音事業補助金交付要綱」（平成19年防衛省訓令第

１２１号）第５条の規定に基づいて定めたものである。

防衛省　１級　防音工事

防衛省　２級　防音工事

防衛省　３級　防音工事

防衛省　４級　防音工事

のとする。ただし、特別な事情により、これら仕様書により難い事項については補助事業

者が地方防衛局長（以下同じ。）と協議の上、これを

処理するものとする。

試験所、研究所等の試験成績書添付）等の必要事項を記載した文書により、地方防衛局長

の承認を受けるものとする。

　１区画となるよう計画する。

　騒音防止を必要とする対象室（以下「施工室」という。）の所在する棟を遮音構成上の

金属製一部二重気密建具(可動部(10)、固定部(10+5))

区分４の金属製気密建具(5)と木製気密建具(3)、又は金属

損失値が次表の遮音性能曲線を下回らないものとする。ただし、区分１及び２の建具にあ

っては、1,250Hz 以上の各周波数帯における音響透過損失値が遮音性能曲線の数値を下回

る場合、その差の合計が6dB以下のときは、差し支えないものとする。

　また、金属製一部二重気密建具及び金属製気密建具（５）についてはJIS A 1416

「実験室における建築部材の空気音遮断性能の測定方法」に基づく試験結果の音響透過

身体障害者福祉センター、職業能力開発校、障害者支援施設及び障害福祉サービス

事業（生活介護、自立訓練、就労移行支援又は就労継続支援を行う事業に限る）

必用外気量は、原則として次表によるものとする。

を行う施設（以下「教育関係施設」という。）の施工室における必要換気量及び

22m3/h人 以上

25m3/h人 以上

ｂ　病院、診療所、助産所、保健所、重症心身障害児施設、救護施設

老人デイサービスセンター、特別養護老人ホーム、老人介護支援センター及び母

排気ダクト

せっこうボード及び吸音用インシュレーションファイバーボードは、JISA6301「吸音材料」

　ロックウール吸音材、ロックウール化粧吸音板、グラスウール吸音材、吸音用あなあき

40 25 0.7Mﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾌｪﾙﾄ

16 40 0.7Mｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾌｪﾙﾄ　16K

40ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ　48K 48 0.9M

注：吸音率は、JIS A6301 4.2の「吸音率による区分」による。

接着の程度は２種、樹脂はﾗﾜﾝ又はしなとし、厚さ5.5mm以上のものとする。

　合板は､日本農林規格（平成15年2月27日農林水産省告示第233号）に規定する普通合板で

　JIS G3131又はJIS G3141に規定する鋼板にJIS H8610

　金属製気密建具に使用する付属金具は,見え掛り部は材質をJIS H5120「銅及び銅合金鋳物」

に規定する黄銅鋳物、JIS H5301 「亜鉛合金ダイカスト」に規定する亜鉛合金ダイカスト

又はJIS H5302 「アルミニウム合金ダイカスト」に規定するアルミニウム合金ダイカスト

としJIS H8617 「ニッケル及びニッケルークロムめっき」に規定するニッケルークロム

めっきを施すものとする。

　取り付けねじ類は、JIS G4303「ステンレス鋼棒」、JIS G4308「ステンレス鋼線材」、

　なお、防火設備に使用する引き寄せハンドル及び受にステンレス鋼を使用する場合は、

３-６-５ 植毛品、クロス等張り

　植毛品、クロス等張りは、下地合板の継ぎ目を平滑にし、

釘頭はニス等で防錆処理をし、目地は和紙下張りのうえ、

斑、しわ等のないように張り上げるものとする。

３-６-４ 下地合板張り

　植毛品、クロス等の張り物下地とする場合の合板張りは、突付けに

より継ぎ目が平滑になるようにし、釘は頭つぶしのうえ、合板表面を

損傷しないように打ち付けるものとする。

ｂ　材料は、砲金製とし、特に磨耗の激しい部分は、焼入鋼を使用するものとする。

ｃ　気密締金具は、作動によって木製気密建具の戸当たり及び召合せ部分が完全に密着す

るような位置に、無理の生じないように取り付けるものとする。

　気密パッキングは、植毛ゴム又はこれと同等以上のゴムパッキングと

する。植毛用繊維はビスコース又はナイロンを使用し、容易に脱毛しな

いものとし、温度変化、飽水等に特に耐久性の大きいものとする。

ａ　気密パッキングは、木製気密窓建具にあっては、戸当り及び召合せ部分は施錠しない

状態においてすき間を生じないように、下框部分は施錠した状態においてすき間を生

じないように、また木製気密出入口建具にあっては、戸当り、召合せ及び下框部分と

も施錠しない状態においてすき間が生じないように取り付けるものとする。

より取り付けるものとする。

３-３-６ 建具回りのモルタル充鎮

３-４ 木製気密建具工事

３-４-１

３-４-２

３-４-３

３-４-４ 気密パッキング

３-４-５ 気密パッキング取り付け

３-５

３-６

３-６-２

３-６-３

ｂ　植毛ゴムパッキングの取り付けは、接着部分全面に接着剤を塗布したうえ、押え金に

材料

製作

気密締金具

ガラス工事

内装工事

成型板張り

300

3
0
0

とする。

ｂ　スラブ下面に接着剤で固定したワッシャ付アンカー又はポリプロピレン等の材料によ

り製作されたアンカーにより梁型を除きすき間なく不陸のないように張り上げる。こ

の場合のアンカーの数はワッシャ付アンカーにあっては1㎡ 当たり10個以上、ポリプ

ロピレン等にあっては5箇所以上とする。

ａ　天井野縁組上端にすきまなく敷き並べる。

　木製気密建具に使用する樹種は、杉、ひのき、ラワン等で狂いの少ない乾燥材とする。

ａ　木製気密建具の見込寸法は、窓建具は33mm以上、出入口建具は36mm以上とし、戸当た

り部分には戸じゃくりを施すものとする。

ｂ　木製気密建具は、框回りに必要以上のすき間が生じることのないよう、原寸実測によ

り製作するものとする。

ｃ　木製気密出入口建具でフラッシュドアとする場合には、表面板の厚さが5.5mm 以上と

し、框戸とする場合には、鏡板の厚さが9mm 以上の合板とする。なお、樹種は、ラワ

ン又はしなとする。

ａ　気密締金具は、引違い木製気密建具を単純な動作により左右に2mm 程度、召合せ部分

において前後に3mm 以上移動させる機構を有するものとする。

めを行った後、建具等を取り付けるものとする。

のモルタル充鎮の困難な箇所は、あらかじめ裏面に鉄線等を取り付けておき、モルタル詰

　建具回りのモルタル充鎮は、内外から十分に行うものとする。また、くつづり、下枠等

とし框及び表面板内部にロックウール吸音材又はグラスウール吸音材を充鎮する。

ｅ　金属製気密出入口建具で両面フラッシュの場合には、表面板の厚さを各々1.6mm 以上

して気密性が十分保てる構造とする。

ｄ　金属製気密建具の枠と可動部のすき間は、有効なパッキングにより四周が完全に密着

片方の扉は上げ落し及び必要に応じてレバーハンドルを設けるものとする。

の開放時において、原則として作動しない機構とする。また、両開き戸については、

っては６箇所以上、両引き戸にあっては９箇所とする。なお、グレモン締りは、建具

し、建具の固定箇所は、閉鎖時において、開き戸にあっては３箇所以上、引き戸にあ

に連動する框に隠ぺいしたグレモン締りにより、建具を出入口枠に固定できる構造と

ｃ　金属製気密出入口建具の気密機構は、内外より操作及び施錠が可能なレバーハンドル

以上で引き寄せ固定できる機構とする。

ｂ　金属製気密排煙窓建具は、排煙口として必要な機能を有するとともに、可動部２箇所

ｃ　吸音用軟質繊維板張りは、

右図を標準として、所定の

釘等により張り付けるもの

うボードを下地材として張り上げるものとする。

ｂ　ロックウール化粧吸音板を天井仕上げとして使用する場合には、厚さ9.5mm のせっこ

なお、接着剤を使用する場合には必ず養生釘を使用する。

ａ　ロックウール化粧吸音板、吸音用軟質繊維板等を壁の仕上材として使用する場合には

突付け又は目すかしで不陸なく表面を汚さないように指定の釘で張り上げるものとする。

する。　ただし区分５の金属製機密建具の機密機構は、引き寄せハンドルとこれに

連動する框に隠ぺいした連動締により、建具を窓枠に固定する構造とするか、あるい

は開閉繰り返し試験（JIS A 1550に規定する開閉操作に、クレセントが掛かる状態ま

で建具を閉じる条件を追加したものをいう。）等による試験報告書等で遮音性能を

長期間担保できることが確認されたものとする。

３-５-１ ガラス止め

ａ　鋼製気密建具にあっては、シーリング材、アルミニウム合金製建具にあってはシー

リング材又はガスケット止めとし、気密性が十分保てるようにはめ込むものとする。

ｂ　木製気密建具にあっては､敷パテのうえ､パテ止め又はパテ飼いによるはめ込みとする。

３-５-２ 工法

シーリング材の充填は、クッション材を敷込み、ガラスを溝の中央に保ち行う。

特に、ハンドルの裏側の部分は注意して充鎮する。

　ロックウール吸音材又はグラスウール吸音材の内張りは、次のいずれかの方法で行うも

のとする。

３-６-１ ロックウール吸音材又はグラスウール吸音材内張り

グラスウール吸音ボード張り

グラスウール吸音ボードは、システム天井により張り上げるものとする。

ウール吸音材を＃20程度の亀甲金網で押えて取り付けるものとする。

の金属製気密建具(5)

又は
金属製普通建具(3)

金属製一部二重気密

木製製気密建具(3)

区分１及び区分２の

建具若しくは区分４

+建具間吸音層　+

の金属製気密建具(5)

又は
金属製普通建具(3)

金属製一部二重気密

木製製気密建具(3)

区分１及び区分２の

建具若しくは区分４

+建具間吸音層　+

区分４の金属製
気密建具(5)

区分４の金属製
気密建具(5)

t9若しくは同等品。ただし、講堂、図書室等においては、グラスウール吸音ボード t40

区分１及び区分２の金属製一部二重
気密建具 若しくは区分４の金属製
機密建具（5）+ 建具間吸音層 +木製
機密建具（3）又は金属製普通建具(3)

区分４の金属製

（備考）

2.　表中（　）内数字は、建具にあってはガラスの厚さを、その他の材料にあってはその厚さを示す（単位はmm)

1.　表中建具の区分はⅠの２の２.３建具の遮音量の表中の区分を示す。
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図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
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仲津中学校校舎建替工事業務委託

配置図　1/500

配置図・附近見取図 A1：1/500

A3：1/1000
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仲津中学校校舎防音復旧工事の内機械設備工事
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業 務 名 称 工 事 名 称

図 面 名 称印

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

縮 尺 図 面 番 号

設 計 年 月

仲津中学校校舎建替工事業務委託

ＡＣ－０５

仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　機器表（1）
A 3： N . S .

A 1： N . S .

空調機器表

機器内容 消費電力 設置場所
台数 備考

記号 機器名称 機器仕様 ＫＷ Φ/Ｖ 階 室名

MAC-1 空冷ヒートポンプエアコン 室外機 ビル用マルチ 冷房 3/200 1階 地上 1

　 冷房能力 ＫＷ 暖房能力 ＫＷ 暖房 　 　

　 　

MAC-1-1 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 0.04 1/200 1階 相談室 1 6.4/12.7

　 冷房能力 4.5 ＫＷ 暖房能力 5.0 ＫＷ 暖房 0.03 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：1台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

　 　

MAC-1-2 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 0.04 1/200 1階 被服室 3 6.4/12.7

　 冷房能力 4.5 ＫＷ 暖房能力 5.0 ＫＷ 暖房 0.03 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：3台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

　 　

MAC-1-3 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 1/200 1階 家庭科室 4 6.4/12.7

　 冷房能力 ＫＷ 暖房能力 ＫＷ 暖房 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：4台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

　 　

MAC-2 空冷ヒートポンプエアコン 室外機 ビル用マルチ 冷房 8.07 3/200 1階 地上 1 9.5/22.2

　 冷房能力 28.0 ＫＷ 暖房能力 31.5 ＫＷ 暖房 8.33 　 　

　 　

MAC-2-1 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 0.03 1/200 2階 特別支援教室3 2 6.4/12.7

　 冷房能力 3.6 ＫＷ 暖房能力 4.0 ＫＷ 暖房 0.03 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：2台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

MAC-2-2 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 0.05 1/200 2階 理科室 3 6.4/12.7

　 冷房能力 5.6 ＫＷ 暖房能力 6.3 ＫＷ 暖房 0.04 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：3台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

　 　

MAC-3 空冷ヒートポンプエアコン 室外機 ビル用マルチ 冷房 3/200 1階 地上 1

　 冷房能力 ＫＷ 暖房能力 ＫＷ 暖房 　 　

　 　

MAC-3-1 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 0.06 1/200 3階 会議室 2 9.5/15.9

　 冷房能力 7.1 ＫＷ 暖房能力 8.0 ＫＷ 暖房 0.05 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：2台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

MAC-3-2 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 0.06 1/200 3階 生徒会室 1 9.5/15.9

　 冷房能力 7.1 ＫＷ 暖房能力 8.0 ＫＷ 暖房 0.05 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：1台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

　 　

MAC-3-3 空冷ヒートポンプエアコン 室内機 天井カセット型（4方向吹出し） 冷房 0.05 1/200 3階 音楽室 3 6.4/12.7

　 冷房能力 5.6 ＫＷ 暖房能力 6.3 ＫＷ 暖房 0.04 　 　

加湿器 加湿量：0.7kg/h以上　台数：3台　自然蒸発式（室内機組込形）

付属品 リモコンスイッチ

　 　

注記　１.室内機は、防振ハンガー吊とする。（天井カセット）

2.電気容量は参考とする。

3.空調機能力はＪＩＳ条件による。

4.屋外に設置する機器のコンクリート基礎は別途建築工事とする。

5.空冷ヒートポンプエアコンの室内外渡り配線は冷媒巻込みとし本工事とする。

6.空冷ヒートポンプマルチエアコンの室内機渡り配線は天井コロガシとし本工事とする。

配管は別途電気工事とする。

7.室内機は、集中リモコン用接続アダプター付とする。

8.空冷ヒートポンプエアコンは新冷媒機種（Ｒ410Ａ）とする。
注記　 1.電気容量は参考値とする。

2.全熱交換ユニットのリモコンスイッチはエアコンと連動して運転停止する機能を備えること。

3.本工事に使用する個別換気システムは「防衛施設周辺防音事業」に関する全熱交換ユニットによる個別換気システムに認定されたものとすること。

記号 機器名称 機器仕様
消費電力 設置場所

台数 備考
ＫＷ Φ/Ｖ 階 室名

HEU-1-1 全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 250φ 0.695 1/100 1 被服室 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： 220 Pａ 　

付属品

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

HEU-2-1 全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 150φ 0.227 1/100 2 特別支援教室3 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： 100 Pａ

付属品

HEU-2-2 全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 250φ 0.695 1/100 2 理科室 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： 180 Pａ

付属品

HEU-3-1 全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 250φ 0.695 1/100 3 会議室 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： 150 Pａ 　

付属品

HEU-3-2 全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 150φ 0.227 1/100 3 生徒会室 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： 100 Pａ 　

付属品

HEU-3-3 全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 250φ 0.695 1/100 3 音楽室 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： Pａ 　

付属品

換気機器表

24時間換気

24時間換気

24時間換気

24時間換気

24時間換気

24時間換気

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

（機器遮音シート巻き）

（機器遮音シート巻き）

（機器遮音シート巻き）

（機器遮音シート巻き）

820

全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 250φ 0.695 1/100 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： Pａ

付属品

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

24時間換気

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

（機器遮音シート巻き）

820

全熱交換器 天井埋込形　マイコンタイプ

（個別防音換気システム） 接続径： 1/100 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： Pａ

付属品

個別リモコンスイッチ、　他付属品一式共

24時間換気

L形消音ボックス×2、フレキサイレンサー×2

消音形吸排気グリル×2、ステンレス製深型フード×2

HEU-1-2

180

家庭科室 1

1

HEU-1-3

150φ

200 100

0.227 相談室

180

820

640

320

820 180

40.0 45.0

4.5 5.0

0.04

0.03

40.0 45.0

12.50

11.30

12.50

11.30

12.7/25.4

12.7/25.4
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業 務 名 称 工 事 名 称

図 面 名 称印

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

縮 尺 図 面 番 号

設 計 年 月

仲津中学校校舎建替工事業務委託

ＡＣ－０６

仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　機器表（2） A 3： N . S .

A 1： N . S .

注記　 1.電気容量は参考値とする。

記号 機器名称 機器仕様
消費電力 設置場所

台数 備考
ＫＷ Φ/Ｖ 階 室名

FE-1-1 排気ファン ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 1 1

風量： 330 ｍ3/ｈ 静圧： 90 Pａ 　

付属品 消音形吸排気グリルｘ2、ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

FE-1-2 排気ファン ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 1 男子トイレ 1

風量： 300 ｍ3/ｈ 静圧： 90 Pａ 　

付属品 消音形吸排気グリルｘ2、ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

FE-1-3

FE-1-4

ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 400x400 (♯2 1/2) 1.94 3/200 1 倉庫 1

風量： 4,650 ｍ3/ｈ 静圧： 280 Pａ 　

付属品 他付属品一式共

FE-1-5

ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 1 女子更衣室 1

風量： 260 ｍ3/ｈ 静圧： 100 Pａ 　

付属品

他付属品一式共

排気ファン

ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 1 男子更衣室 1

風量： 200 ｍ3/ｈ 静圧： 100 Pａ 　

付属品

他付属品一式共

FE-2-1

排気ファン

ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 2 女子トイレ 1

風量： 330 ｍ3/ｈ 静圧： 90 Pａ

付属品 消音形吸排気グリルｘ2、ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

FE-2-2

排気ファン

ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 2 男子トイレ 1

風量： 300 ｍ3/ｈ 静圧： 90 Pａ

付属品 消音形吸排気グリルｘ2、ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

FE-3-1

排気ファン

ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 3 女子トイレ 1

風量： 330 ｍ3/ｈ 静圧： 90 Pａ

付属品 消音形吸排気グリルｘ2、ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

FE-3-2

排気ファン

ストレートシロッコファン・消音型

接続径： 150φ (♯1 1/4) 0.065 1/100 3 男子トイレ 1

風量： 300 ｍ3/ｈ 静圧： 90 Pａ

付属品 消音形吸排気グリルｘ2、ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

記号 機器名称 機器仕様
消費電力 設置場所

台数 備考
Φ/Ｖ 室名

V-2-1 排気ファン

V-2-2 排気ファン 天井埋込形　天井扇

接続径： 150φ (200φ) 0.049 1/100 2 準備室（理科室） 1

風量： ｍ3/ｈ 静圧： 40 Pａ 　

付属品 ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

換気機器表 換気機器表

排気ファン

排気ファン

天井埋込形　天井扇

接続径： 150φ (200φ) 0.049 1/100 2 理科室 3

風量： 190 ｍ3/ｈ 静圧： 40 Pａ 　

付属品 ステンレス製深型フードｘ1

他付属品一式共

消音形吸排気グリルｘ1、ステンレス製深型フードｘ1

消音形吸排気グリルｘ1、ステンレス製深型フードｘ1

ＫＷ 階

女子トイレ

※ 別 途 工 事

100
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業 務 名 称 工 事 名 称

図 面 名 称印

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

縮 尺 図 面 番 号

設 計 年 月

仲津中学校校舎建替工事業務委託

ＡＣ－０７

仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　制気口リスト・ガラリリスト
A 3： N . S .

A 1： N . S .

　

制気口リスト

番号 階数
室名

（設置場所）
系統

風量 制　　気　　口

備考SA RA OA EA 数量 種類 寸法 制気口ボックス 内貼

m3/h m3/h m3/h m3/h m3/h・個 個/台 合計 L W L W H GW25t

1 1 廊下 OA ﾊﾟｽ 1 1 VHS 600 x 300 700 x 400 x 350 〇

2 1 家庭科室 OA ﾊﾟｽ 2 2 VHS 650 x 650 750 x 750 x 350 〇

3 1 家庭科室 FＥ- １-５ 4,650 520 9 9 HS 300 x 300 400 x 400 x 350

4 2 理科室 OA ﾊﾟｽ 700 350 2 2 VHS 250 x 250 350 x 350 x 350

5 2 廊下 OA ﾊﾟｽ 1,330 670 2 2 VHS 400 x 250 500 x 350 x 350

6 2 廊下 OA ﾊﾟｽ 700 350 2 2 HS 250 x 250 350 x 350 x 350

7 3 廊下 OA ﾊﾟｽ 810 810 1 1 VHS 500 x 300 600 x 400 x 350 〇

ガラリリスト ※ガラリ（建築工事）

階数 番号
室名

（設置場所）
種類

風量 有効開口率
通過風速（目

標）

通過風速（計

算）
必要面積 必要有効面積 ガラリサイズ チャンバーサイズ

個 備考
Q α V1 V2 A A’ W Ｘ H W ｘ H ｘ D

m3/h % m/sec m/sec m2 m2 mm mm mm mm mm

1 ＯＡＧ－１ 倉庫 ＯＡ 30 3.0 1.86 0.56 2,700 x 800 2,700 ｘ 800 ｘ 500 1

1 ＥＡＧ－１ 倉庫 ＥＡ 4,650 30 4.0 3.6 1.08 0.32 1,200 x 1,000 1,200 ｘ 1,000 ｘ 500 1

　

　　

消音チャンバーリスト

階数 番号
室名

（設置場所）

消音チャンバーサイズ

個 備考W ｘ H ｘ D

mm mm mm

1 a 便所 1,500 ｘ 550 ｘ 550 2

1 b 倉庫 1,800 ｘ 900 ｘ 600 1

1 c 倉庫 1,500 ｘ 800 ｘ 600 1

1 f 更衣室 1,400 ｘ 300 ｘ 600 2

2 h 便所 1,500 ｘ 550 ｘ 550 2

2 i 廊下 1,800 ｘ 600 ｘ 650 2

2 j 準備室 1,200 ｘ 550 ｘ 550 1

2 k 理科室 1,200 ｘ 550 ｘ 550 3

3 L 便所 1,500 ｘ 550 ｘ 550 2

3 m 廊下 1,800 ｘ 600 ｘ 650 1

　　

　　

フィルター付

フィルター付

フィルター付

フィルター付

〇

内貼　ＧＷ25ｔ

内貼　ＧＷ25ｔ

1,090 1,090

4,650 2,325

5,740 2.5

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ0.8

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ1.0

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ0.8

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ0.8

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ0.8

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ1.0

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ0.8

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ0.8

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ0.8

折り返し板（2枚）　ＧＷ内貼50ｍｍｔ1.0
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仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

A3：N.S.
空気調和設備　系統図 A1：N.S.
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（給排水衛生工事）

EA 450x450

OA 500x500

理は、国土交通大臣認定の防火区画貫通部材を使用の事。又、

スラブ貫通部は全て国土交通大臣認定の区画処理を行うこと。

大臣認定工法認定番号：床 PS060FL-9369, 壁 PS060WL-0467(中空壁対応品)

(床・壁いずれも同等品以上)

GV-20

（給排水衛生工事）

バルブ以降
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消音ボックス詳細図(200φ)

防護ネット（亀甲金網）

断熱材：グラスウール25t（24kg/cm3）

遮音シート1.1t

スパイラルダクト

ダクト断熱処理

部のダクト（全熱交換ユニット～外壁間）は

ＧＷ50m/m（40kg/m3）内貼

上部仕様にて断熱（防音）処理を行う。

注記）

参考図 参考図

準備室

250φ150φ

で表される冷媒用被覆銅管の防火区画・延焼ライン部の貫通処※

（本工事）

空調機加湿器接続部材：Y形ｽﾄﾚｰﾅｰ20A

GV20A

FJベローズ形（SUS）
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ＰＳ ＡＤ

ＰＳ ＡＤ

設備スペース

シ
ャ
ワー

ユ
ニ
ッ
ト

シ
ャ
ワー

ユ
ニ
ッ
ト

ＲＤ

ＲＤ

ＲＤ

倉庫

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

理科準備室

ｘ４

ｘ２ ｘ３

ｘ２ ｘ３ ｘ３

ｘ３１－２

ＦＥ

１－１

ＦＥ

２－２

ＦＥ

２－１

ＦＥ

３－２

ＦＥ

３－１

ＦＥ

１－３

ＭＡＣ

１－１

ＨＥＵ

３－１

ＨＥＵ

３－１

ＭＡＣ

３－３

ＨＥＵ

３－３

ＭＡＣ

３－２

ＭＡＣ

３－２

ＨＥＵ

２－１

ＨＥＵ

２－１

ＭＡＣ

２－２

Ｖ

２－１

Ｖ

２－２

ＨＥＵ

２－２

ＭＡＣ

１－３

ＦＥ

１－４

ＦＥ

１－２

ＭＡＣ

１－５

ＦＥ

１

ＭＡＣ

２

ＭＡＣ

３

ＭＡＣ

１－１

ＭＡＣ ＨＥＵ

１－２

ＨＥＵ

１－３



GV20

A

Aa

B

C

D

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

Ca

ＡＣ－０９

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　1階平面図

配管架台参考図

ゴムパッド

300～1,800

6
5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

Ｎ.Ｓ.

配管架台

(SUS製)

VU200φ

3
0
0

Ｒ Ｒ

FJ20

25 20

32

40

32

25

25

25

25 25

32

20

20

202020

25

20

20

32

20

40 , ,20

25

GV20

－

－

－

－－

－

－

－

ＤＲ

Ｒ

Ｒ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｒ
Ｒ

Ｄ
Ｒ

Ｒ

L-30x30x3t

Ｄ

鉄骨架台(亜鉛ﾒｯｷHDZ55）

4,200L x 2本（H150x150x7x10）

Ｄ

H E

H

H

E

I

B

D

C

B

B

E

BB

B

B

BC

ｘ3ロ イｘ1

ハ ｘ14

D

C

ｘ３

雨水桝へ接続

（建築工事）

GV20
FJ20

ｘ３

ｘ３

GV-20（加湿水抜き）

VC-P

基礎（W1500*D500*H600)
FC21-8-20

１

ＭＡＣ

２

ＭＡＣ

３

ＭＡＣ

１-２

ＭＡＣ

１-１

ＭＡＣ

FJ20
ｘ４

ｘ４

ｘ４１-３

ＭＡＣ

倉庫

RD

1階平面図　1/100

便所

倉庫

準備室

家庭科室

更
衣
室

被服室

相談室

廊下

更
衣
室

便所

PS PS

で表される冷媒用被覆銅管の防火区画・延焼ライン部の貫通処

理は、国土交通大臣認定の防火区画貫通部材を使用の事。又、

スラブ貫通部は全て国土交通大臣認定の区画処理を行うこと。

大臣認定工法認定番号：床 PS060FL-9369, 壁 PS060WL-0467(中空壁対応品)

(床・壁いずれも同等品以上)

は、防火区画を表す。

※

※

は、100φの斫り箇所を表す。※

（鉄筋の切断は不可）

は、点検口を表す。（建築工事）※

2
,0
0
0

7,
0
0
0

2
,
20
0

7
,
0
0
0

1
8
,
20
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

27,000

9
,
0
0
0

2
,
20
0

3
,
0
0
0

1
1
,
2
0
0

3イ

ロ

14

L-30x30x3(300W)

L-30x30x3(600W)ハ

配管架台リスト

数（箇所）記号 参考寸法（ｍｍ）

L-30x30x3(400W) 1

ミーティング

スペース

EXP.J200

E
X
P
.
J

消

冷媒管サイズ表

液管ｍｍφ ガス管ｍｍφ

15.99.5

15.9 28.6

9.5

12.7

22.2

25.4

6.4 12.7

12.7 28.6

B

A

C

D

E

F

19.1

G

9.5

H

19.1 31.8

I

9.5 25.4

6.4 9.5

J

K 19.1 38.1



ＡＣ－１０

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　2階平面図

冷媒管サイズ表

液管ｍｍφ ガス管ｍｍφ

15.99.5

15.9 28.6

9.5

12.7

22.2

25.4

6.4 12.7

12.7 28.6

B

A

C

D

E

F

19.1

G

9.5

H

19.1 31.8

I

9.5 25.4

6.4 9.5

J

K 19.1 38.1

40

40

40

25

25

20

25

20

2032

25,

3220

25

,20

,20

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

Aa

A

B

C

２-１

ＭＡＣ

２-２

ＭＡＣ

GV20x3
FJ20x3

GV20x2
FJ20x2

ｘ２

ｘ３

－

－

－

－

B

Ｒ

Ｒ Ｒ

で表される冷媒用被覆銅管の防火区画・延焼ライン部の貫通処

理は、国土交通大臣認定の防火区画貫通部材を使用の事。又、

スラブ貫通部は全て国土交通大臣認定の区画処理を行うこと。

大臣認定工法認定番号：床 PS060FL-9369, 壁 PS060WL-0467(中空壁対応品)

(床・壁いずれも同等品以上)

※

※ は、防火区画を表す。

は、点検口を表す。（建築工事）※

2階平面図　1/100

廊下

ROOF
ROOF

庇

PS PS

便所

AD RD

便所

準備室

理科室

特別支援教室3

9
,
0
0
0

2
,
2
0
0

1
1,
2
0
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

27,000

2
,
2
0
0

7
,
0
0
0

1
8
,
2
0
0

2
,
0
00

7
,
00
0

9
,
0
0
0

Ｄ Ｒ

Ｄ

Ｒ

Ｄ

Ｄ

,

32

20

－

H

H

B

BB

B

C

D

E

C

E

C

Ｄ

Ｄ



AD RD

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

2
,
2
0
0

7
,0
0
0

18
,
2
0
0

9
,
00
0

2
,
2
0
0

1
1
,
2
00

9
,
00
0

2
,
0
0
0

7
,
0
0
0

4,515

27,015

3階平面図　1/100

便所

廊下

PS PS

準備室 音楽室

便所

会議室 生徒会室

ＡＣ－１１

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　3階平面図

で表される冷媒用被覆銅管の防火区画・延焼ライン部の貫通処

理は、国土交通大臣認定の防火区画貫通部材を使用の事。又、

スラブ貫通部は全て国土交通大臣認定の区画処理を行うこと。

大臣認定工法認定番号：床 PS060FL-9369, 壁 PS060WL-0467(中空壁対応品)

(床・壁いずれも同等品以上)

※

冷媒管サイズ表

液管ｍｍφ ガス管ｍｍφ

15.99.5

15.9 28.6

9.5

12.7

22.2

25.4

6.4 12.7

12.7 28.6

B

A

C

D

E

F

19.1

G

9.5

H

19.1 31.8

I

9.5 25.4

6.4 9.5

J

K 19.1 38.1

B

B

B

D

C

D

H

H

C

C

D

※ は、防火区画を表す。

C

C

は、点検口を表す。（建築工事）※

D

C

B

A

Aa

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

－

－－

－

－

GV20
FJ20

40

25

32

25,

25,

32

3232

40

25

20

GV20

25

FJ20x3
GV20x3

,20

GV20x2
FJ20x2

20

20

20

20

３-２

ＭＡＣ

ｘ２

ｘ３

３-１

ＭＡＣ

３-３

ＭＡＣ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｒ Ｒ

Ｒ
Ｒ



ＡＣ－１２

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

換気設備　1階平面図

A

Aa

B

C

D

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

Ca

は、24時間対応換気扇を表す。

は、防火区画を表す。

※

※

は、100φの斫り箇所を表す。※

（鉄筋の切断は不可）

は、ドアガラリ又は、アンダーカットを表す。※

は、点検口を表す。（建築工事）※

倉庫

RD

1階平面図　1/100

便所

倉庫

準備室

家庭科室

更
衣
室

被服室

相談室

廊下

更
衣
室

便所

PS PS

2
,0
0
0

7,
0
0
0

2
,
20
0

7
,
0
0
0

1
8
,
20
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

27,000

9
,
0
0
0

2
,
20
0

3
,
0
0
0

1
1
,
2
0
0

ミーティング

スペース

E
X
P
.
J

消

b
a

c

a
ff

g

2

1

3

１－５

ＦＥ

１－２

ＦＥ

１－１

ＦＥ

１－４

ＦＥ

１－３

ＦＥ

１－１

ＨＥＵ

ＨＥＵ

１－２

ＨＥＵ

１－３

OAG-1

500ｘ500

消音エルボｘ2

200φ

150φ

VD

150φ

200φ

150φ

FD

EAG-1

消音エルボｘ2

500ｘ500

VDO
A

5
0
0
x
5
0
0

VD

VDVD

150φ

250φ

250φ

250φ

FDx2

FD

FD

450x450

450ｘ450

400ｘ250 450ｘ250 300ｘ250

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

550ｘ250

x2

x9

250φ

FD
FD

FDx2

250φ,250φ

100φ

150φ
250φ

ダンパーリスト

更衣室 丸形風量調整ダンパー VD 2

備考個数規格・寸法名称室名階数

1

1 トイレ 丸形風量調整ダンパー VD 200φ

150φ

2

被服室 丸形防火ダンパー FD 250φ 4

家庭科室 丸形防火ダンパー FD 250φ 21

1

防火ダンパー FD 500×250 2

防火ダンパー

防火ダンパー

防火ダンパー

FD

FD

FD

400×250 1

450×250

300×250

1

1

1 倉庫 防火ダンパー FD

防火ダンパー FD

500×500

450×450

1

1

150φ

150φ

FDx2

250φ

500ｘ500

FD

×2



ＡＣ－１３

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

換気設備　2階平面図

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

Aa

A

B

C

2階平面図　1/100

廊下

便所

AD RD

便所

準備室

理科室

特別支援教室3

ROOF
ROOF

庇

PS PS

9
,
0
0
0

2
,
2
0
0

1
1,
2
0
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

27,000

2
,
2
0
0

7
,
0
0
0

1
8
,
2
0
0

2
,
0
00

7
,
00
0

9
,
0
0
0

ｘ３

j

k k k

h h

i
i 5

5

66

44

２－２

Ⅴ

２－１

ＨＥＵ

２－２

ＨＥＵ

２－１

Ⅴ

２－１

ＦＥ

２－２

ＦＥ

150φ

150φ

150φ

150φ 150φ 150φ

FDx2

VD

200φ

VD

150φ

150φ

200φ

FDx2FD

200φ

FD

200φ

250φ

150φ

250φ

既存開口部利用

既存開口部利用 既存開口部利用 既存開口部利用

250φ

250φ

ダンパーリスト

2

備考個数規格・寸法名称室名階数

丸形風量調整ダンパー VD 200φ 2

丸形防火ダンパー FD 250φ

丸形防火ダンパー FD 2

2 特別支援教室3 丸形防火ダンパー FD 150φ

トイレ2

2 理科室 2

200φ

※ は、24時間対応換気扇を表す。

※ は、防火区画を表す。

は、ドアガラリ又は、アンダーカットを表す。※

は、点検口を表す。（建築工事）※



ＡＣ－１４

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

換気設備　3階平面図

D

C

B

A

Aa

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

※ は、24時間対応換気扇を表す。

※ は、防火区画を表す。

は、点検口を表す。（建築工事）※

は、ドアガラリ又は、アンダーカットを表す。※

AD RD

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

2
,
2
0
0

7
,0
0
0

18
,
2
0
0

9
,
00
0

2
,
2
0
0

1
1
,
2
00

9
,
00
0

2
,
0
0
0

7
,
0
0
0

4,515

27,015

3階平面図　1/100

便所

廊下

PS PS

準備室 音楽室

便所

会議室 生徒会室

３－１

ＨＥＵ

３－１

ＦＥ

３－２

ＦＥ

３－３

ＨＥＵ

３－２

ＨＥＵ

m

n

LL

7

FDx2

150φ

VD

200φ

VD

150φ

150φ

200φ

250φ

FDx2

250φ

250φ

250φ250φ

150φ

150φ

250φ

FDx2

250φ

ダンパーリスト

2

備考個数規格・寸法名称室名階数

丸形風量調整ダンパー VD 200φ 2

丸形防火ダンパー FD

丸形防火ダンパー FD 2

丸形防火ダンパー FD

トイレ

2

3

3

3

会議室 250φ

生徒会室 150φ

3 音楽室 250φ



ＡＣ－１５

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　1階リモコンスイッチ配線図

ｘ４

ｘ３

A

Aa

B

C

D

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

Ca

倉庫

RD

1階平面図　1/100

便所便所

プロパン庫

倉庫

準備室
家庭科室

手洗所 手洗所

更衣室 更衣室

被服室

相談室

廊下

UP

DN 水勾配

PS PS

DN

ＵＰ1

ＵＰ

2
,0
0
0

7
,0
0
0

2
,
20
0

7
,
0
0
0

1
8
,
20
0

2
,0
0
0

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

27,000

9
,
0
0
0

2
,
20
0

3
,
0
0
0

1
1
,
2
0
0

１

ＭＡＣ

２

ＭＡＣ

３

ＭＡＣ

１－１

ＨＥＵ

１-２

ＭＡＣ

１-３

ＭＡＣ

１-１

ＭＡＣ

ＨＥＵ

ＨＥＵ

１－２

１－３

ミーティング

スペース

E
X
P
.
J

消

EXP.J200

集中ﾘﾓｺﾝ　EM-EEF2-2C×2

Ｒ
Ｒ

Ｃ
Ｃ

新校舎ボックスに接続

ＣＲ

凡例

名　　称記　　号

１）

２）

４）

３）

５）

６）

７）

注記

は室内機、室外機渡り制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

室内機-室外機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

天井内はコロガシ配線とする。

はリモコンスイッチ制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

リモコン制御線の壁中配線はＰＦ（１６）にて保護すること。

は集中リモコン制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

室内機-室内機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

Ｒ

Ｃ ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃ １Ｘ

（集中リモコンコントローラー配線） （冷媒巻込み）
１Ｆ

ＵＰ ３ＸＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃ

ＵＰ1 ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃ ２Ｘ

リモコン（空調機）

リモコン（全熱交換器）

室内外機連絡渡り線室外機連絡渡り線



ＡＣ－１６

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　2階リモコンスイッチ配線図

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

Aa

A

B

C

2階平面図　1/100

廊下
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AD RD
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庇
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P
.
J

Ｒ

Ｃ

Ｒ

Ｃ

Ｒ

Ｃ

１）

２）

４）

３）

５）

６）

７）

室外機連絡渡り線

（集中リモコンコントローラー配線） （冷媒巻込み）

室内外機連絡渡り線
３Ｆ

ＵＰ２ １ＸＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃ

ＤＮ ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃ ２Ｘ

凡例

注記

名　　称記　　号

リモコン（空調機）

リモコン（全熱交換器）

は室内機、室外機渡り制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

室内機-室外機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

天井内はコロガシ配線とする。

はリモコンスイッチ制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

リモコン制御線の壁中配線はＰＦ（１６）にて保護すること。

は集中リモコン制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

室内機-室内機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

ＵＰ２

ＤＮ

ｘ２

ｘ３

ＨＥＵ

２-１

ＨＥＵ

２-１

２-１

ＨＥＵ

２-１

ＨＥＵ



DN
UP PS PS

手洗所 手洗所

ＤＮ１

E
X
P
.
J

ＡＣ－１７

図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/100

A3：1/200

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

空気調和設備　3階リモコンスイッチ配線図

D

C

B

A

Aa

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C
AD RD

3階平面図　1/100

便所便所

廊下

準備室
音楽室
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生徒会室
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,
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Ｒ

Ｃ

Ｒ

Ｃ

Ｒ

Ｃ

ｘ２

ｘ３

名　　称記　　号

凡例

リモコン（空調機）

リモコン（全熱交換器）

注記

１）

２） は室内機、室外機渡り制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

室内機-室外機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。

天井内はコロガシ配線とする。

はリモコンスイッチ制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

４）

３）

リモコン制御線の壁中配線はＰＦ（１６）にて保護すること。

５）

は集中リモコン制御線　ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃを表す。

６）

室内機-室内機の渡り配線は冷媒管共巻きとする。７）

室外機連絡渡り線

（集中リモコンコントローラー配線） （冷媒巻込み）

室内外機連絡渡り線
３Ｆ

ＤＮ１ ＥＭ-ＥＥＦ２°-２Ｃ １Ｘ

Ｒ

Ｃ



凡　

例

業務名称 工事名称

図面名称印

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

縮尺 図面番号

設計年月

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

ＡＣ－A1：

A3：
１８空気調和設備 機器表（撤去図）

N.S.

N.S.



凡　

例

業務名称 工事名称

図面名称印

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

縮尺 図面番号

設計年月

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

ＡＣ－A1：

A3：
１９空気調和設備 系統図機械室詳細図（撤去図）

1/100

1/50



凡　

例

業務名称 工事名称

図面名称印

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

縮尺 図面番号

設計年月

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

ＡＣ－A1：

A3：
２０空気調和設備 1.2階平面図（撤去図）

1/200

1/100



凡　

例

業務名称 工事名称

図面名称印

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

縮尺 図面番号

設計年月

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

ＡＣ－A1：

A3：
２１空気調和設備 3.R階平面図（撤去図）

1/200

1/100



図面番号

設計年月

図面名称

工事名称業務名称

印 縮尺

管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

凡
例

A1：1/50

A3：1/100

1階平面図　1/50

倉庫

家庭科室

被服室

廊下

準備室

廊下
（前室）

1,086

女子更衣室 男子更衣室

相談室

1 2 3 4

C

B

Aa

A

D

K

2

K

1

K

3

K

4

K

5

K

6

K

7

K

8

K

9

K

10

K

11

K

12

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

家具配置図(1階) Ａａ－２２

※本工事区分

※本工事区分

８ ９

Ｋ Ｋ



K-6 １階　被服室　整理戸棚・展示戸棚・掃除用具入れ 1ヶ所

K-7 １階　被服準備室　整理戸棚 1ヶ所

K-8 １階　家庭科室　教師用調理台 1台

品 品
整理戸棚 TCB-10／TCB-1

番名

仕　　　様

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

木口:樹脂シートt1.0mm貼

メラミン化粧MDF貼背 板

TCB-1 NHB-7B TCB-10 NNB-3.A
枠組:両面メラミン化粧パーティクルボード 木口:シート貼引違戸

ガラス:透明強化ガラスt4mm、樹脂製ガラス押え縁(ガラス戸)

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

メラミン化粧MDFフラッシュ棚 板

木口:樹脂シートt1.0mm貼

棚ダボφ9 (3段)

口板:両面メラミン化粧パーティクルボード 木口:シート貼引 出

内部:メラミン化粧MDF貼

スライドレール、品名差付ラインハンドル

ポリ合板貼台 輪

附 属 品

9樹脂製コンテナ 544x272x138 (イエロー)

品 品
展示戸棚 NHB-7B

番名

仕　　　様

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

木口:樹脂シートt1.0mm貼

メラミン化粧MDF貼背 板

ガラス:透明強化ガラスt6mmガラス戸
TCB-1 NHB-7B TCB-10 NNB-3.A

アルミ山型レール、堀込レール(ｱﾙﾐﾊｶﾏ)

アルミハカマ、ハカマ用ベアリング

ガタ付きガード

TCB-1.ZZ／TCB-2品 品 アルミ破損止め兼用引手
整理戸棚

TCB-4番名

仕　　　様 ガラス:透明ガラスt5mmガラス棚

両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材 棚受ブラケット、棚柱

木口:樹脂シートt1.0mm貼 ポリ合板貼台 輪

メラミン化粧MDF貼背 板
附 属 品

TCB-1.ZZ TCB-2 TCB-4
枠組:両面メラミン化粧パーティクルボード 木口:シート貼引違戸

1ハンガーパイプ ステンレス巻パイプφ25

ガラス:透明強化ガラスt4mm、樹脂製ガラス押え縁(ガラス戸)
2パイプソケット ステンレスソケット

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

両面メラミン化粧パーティクルボード 木口:シート貼引違戸 品 品
掃除用具入れ NNB-3.A

番名樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

メラミン化粧MDFフラッシュ棚 板 仕　　　様

木口:樹脂シートt1.0mm貼
両面メラミン化粧パーティクルボード本体主材

棚ダボφ9 (3段)
木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

口板:両面メラミン化粧パーティクルボード 木口:シート貼引 出
*地板 ステンレス板貼 SUS430 ｔ1.0mm

内部:メラミン化粧MDF貼
両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼開 戸

スライドレール、品名差付ラインハンドル
スライド丁番、ABS樹脂製ハンドル(白)

ポリ合板貼台 輪
マグネットキャッチ

両面メラミン化粧パーティクルボード棚 板

ポリ合板貼台 輪

附属品

1ハンガーパイプ ステンレス巻パイプφ25(Sカン9ヶ付)

3フック 玉付回転フック(TK-30)

2雑巾掛け(戸裏) ステンレス巻パイプφ9.5(L350)

TCB-1.ZZ TCB-2 TCB-4

品 品
教師用調理台 BKT-2.A.S

番名EHW D W E
G

附 属 器 具仕　　　様

E

WHW 1ステンレス SUS430 ｔ1.0mm(R付) 表面仕上：#400 ガス高速オーブン DR320C (ハーマン)天 板

E G 水切りロール加工、下地合板 ｔ9mm ガス消費量 都市ガス(13A) 5.00kW

D

ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400 (D=170) LPガス 5.02kWシンク

側パネル：スーパーポストフォーム加工(R8mm) 消費電力 90W本体主材

1内部：メラミン化粧MDF貼 外部：メラミン化粧MDF貼 3ッ口ガスビルトインコンロ DG32N2SQ1SVR (ハーマン)
配管立上り図　S=1/40

取外し式地板：メラミン化粧MDFｔ4mm(ビス止) ガス消費量 都市ガス(13A) 8.72kW

電気排水給湯給水 ガス
*コンロ背面：防火ライト(ケイカル板)ｔ5mm貼 LPガス 8.58kW略

φ13mm φ13mm φ40mm φ13mm AC 100V

記 1両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼 シングルレバー混合水栓 NKX876JV開 戸

号 1スライド丁番(キャッチ付)、品名差付ラインハンドル 大型ゴミカゴ付排水トラップ N-14BP

1口板：両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼 AC電気コンセント(ET付) AC-2P・接地極付(WN11329)引 出床立上は、FL+100以下としてください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。 1内部：メラミン化粧MDF貼　（奥行=370mm） オーブン用コンセント(ET付) AC-1P(WKS216)

スライドレール、品名差付ラインハンドル

メラミン化粧MDFフラッシュ 木口：シート貼棚 板

（奥行=220mm、350mm）

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼(樹脂製コーナーガード付)台 輪

側パネル

側パネル スーパーポストフォーム
地板ステンレス板貼スーパーポストフォーム
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コンセント通線用開口

オーブン用コンセントφ５０

ア － ス

設計年月工事名称業務名称

凡
例

印 図面番号図面名称 縮尺

A1：1/20管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

A3：1/40

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

※建築主体工事区分

※建築主体工事区分

Ａａ－２３調理台詳細図１



K-9 １階　家庭科室　生徒用調理台 8台

K-10 １階　家庭科室　壁面作業台、壁面流し台 1ヶ所

K-11 １階　家庭科室　壁面作業台、壁面流し台 1ヶ所

品 品
生徒用調理台 BKS-6MSG

番名HWD E E G
W

附 属 器 具仕　　　様

HW 1メラミン化粧板貼 (下地合板) 3ッ口ガスビルトインコンロ DG32N2SQ1SVR (ハーマン)天 板

E G

D E

木口：ABSエッジｔ2.0mm貼 (グレー色) ガス消費量 都市ガス(13A) 8.72kW

W

表面：メラミン化粧板貼 LPガス 8.58kW天フタ

1裏面：ステンレスSUS430 ｔ1.0mm(木口巻込み) ガス高速オーブン DR320CLK (ハーマン)（回転式）

　表面仕上：#400　　SUS回転丁番、引手金物 ガス消費量 都市ガス(13A) 5.00kW
配管立上り図　S=1/40

ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400 (D=170) LPガス 5.02kWシンク

電気排水給湯給水 ガス
可動式水切板付 消費電力 90W略

φ13mm φ13mm φ40mm φ13mm AC 100V

記 1ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400 折畳み式混合水栓 NKWK-658ガス台

号 1側パネル：スーパーポストフォーム加工(R8mm) 大型ゴミカゴ付排水トラップ N-14BP本体主材

2内部：メラミン化粧MDF貼 外部：メラミン化粧MDF貼 AC電気コンセント(ET付) AC-2P・接地極付(WN11329)床立上は、FL+100以下としてください。

給排水、電気、ガスに関する附帯工事は別途となります。 1取外し式地板：メラミン化粧MDFｔ4mm(ビス止) オーブン用コンセント(ET付) AC-1P(WKS216)

*コンロ背面：防火ライト(ケイカル板)ｔ5mm貼

両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼開 戸

スライド丁番(キャッチ付)、品名差付ラインハンドル

口板：メラミン化粧MDF貼（下地PW） 木口：シート貼引 出

内部：メラミン化粧MDF貼 (奥行＝370ｍｍ)

スライドレール、手掛かり加工

メラミン化粧MDFフラッシュ 木口：シート貼 (奥行=450mm)棚 板

棚ダボφ9 (3段)
側パネル

スーパーポストフォーム ポリ合板貼(樹脂製コーナーガード付)台 輪

品 品 品 品
壁面作業台 NWB-1H.A.P 壁面流し台 NWS-1HB.ZZ

番 番名 名

仕　　　様 仕　　　様

メラミン化粧板貼 ポストフォーム加工 ステンレス SUS430 ｔ1.0mm(R付) 表面仕上：#400天 板 天 板

両面メラミン化粧パーティクルボード 下地合板 ｔ9mm本体主材

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400シンク

両面メラミン化粧パーティクルボード両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼引違戸 本体主材

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

*取外し式地板：メラミン化粧MDFｔ4mm(ビス止)メラミン化粧MDFフラッシュ棚 板

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼引違戸

棚ダボφ9 (3段) 樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

ポリ合板貼 ポリ合板貼台 輪 台 輪

附 属 器 具

2大型ゴミカゴ付排水トラップ N-14BP

※水栓は材工共に家具工事外

※建築躯体との隙間処理(ｼｰﾘﾝｸﾞ)は家具工事外

※水栓、給排水管、及び接続は設備工事とする

品 品 品 品
壁面作業台 NWB-1H.A.P 壁面流し台 NWS-1HB.ZZ

番 番名 名

仕　　　様 仕　　　様

※水栓は材工共に家具工事外
メラミン化粧板貼 ポストフォーム加工 ステンレス SUS430 ｔ1.0mm(R付) 表面仕上：#400天 板 天 板

※建築躯体との隙間処理(ｼｰﾘﾝｸﾞ)は家具工事外
両面メラミン化粧パーティクルボード 下地合板 ｔ9mm本体主材

※水栓、給排水管、及び接続は設備工事とする
木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 ステンレス SUS430 ｔ1.0mm 表面仕上：#400シンク

両面メラミン化粧パーティクルボード両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼引違戸 本体主材

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

*取外し式地板：メラミン化粧MDFｔ4mm(ビス止)メラミン化粧MDFフラッシュ棚 板

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼 両面メラミン化粧パーティクルボード 木口：シート貼引違戸

棚ダボφ9 (3段) 樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

ポリ合板貼 ポリ合板貼台 輪 台 輪

附 属 器 具

2大型ゴミカゴ付排水トラップ N-14BP
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設計年月工事名称業務名称

凡
例

印 図面番号図面名称 縮尺

A1：1/20管理建築士 一級建築士(大臣) 第278279号 古元 俊治

A3：1/40

仲津中学校校舎建替工事業務委託 仲津中学校校舎防音復旧工事

Ａａ－２４

※建築主体工事区分

※建築主体工事区分

調理台詳細図２


